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A

A

A

A

A

1/100

A

A

A

A

A

A

A

A

A10

統番 図面番号 図　面　名　称 縮尺
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（図面サイズ　A2）

笛  吹  市

1/100

1/100

1/100

1/100

案内図・配置図

敷地求積図・建物求積図

仕上表１（既存・改修）

仕上表２（既存・改修）

仕上表３（既存・改修）

１階平面図（既存）

２階平面図（既存）

屋根伏図（既存）

１階平面図（改修）

２階平面図（改修）

屋根伏図（改修）

1/100

1/100

1/100

西側立面図・南側立面図（既存）

東側立面図・北側立面図（既存）

西側立面図・南側立面図（改修）

東側立面図・北側立面図（改修）

断面図（既存）

断面図（改修）

矩計図（既存）

矩計図（改修）

建具表１（既存・改修）

建具表２（既存・改修）

1/30

1/30

1/100
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30

31

32

26

27

28 新設：照明器具改修設備平面図（１階）

新設：照明器具改修設備平面図（２階）

既設：照明器具撤去平面図（１階）

既設：照明器具撤去平面図（２階）

既設：空調電源配管・配線撤去平面図（屋上）

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

特記仕様書・１

特記仕様書・２

御  坂  拠 点  備  蓄 倉 庫  改  修  工  事



笛吹市御坂町栗合374番地

特記仕様書１

営繕工事写真撮影要領により、完成届に添付する完成写真とは

・左官(左官作業)　・タイル張り(タイル張り作業)　

・塗装(建築塗装作業)

９．室内の空気中
の化学物質濃
度の測定

※　設置する　　　　　・設置しない<3.5.4><3.9.3><5.11～13.2><5.14.5>(13.2.3)(13.3.3)

・　屋上緑化

<1.6.3>

<1.7.2>

工事の施工中に事故が発生した場合は、直ちに監督職員に通報するととも
に、監督職員から指示があった場合は「事故報告書」を指示する期日までに

 (1.5.9)<1.7.9>

次の事項を記載した報告書を１部提出する。
　ａ測定結果
　ｂ試料採取時の状況（気温・湿度（室外・室内）、天候、風の状況、
　　日射進入状況、測定年月日・時間、窓の開閉状況、機械換気量、
　　工事完成時から測定日までの日数）
　ｃ試料採取方法、測定方法、使用した測定機器

３.揚重機械器具

４.工事表示板・その他の廃棄物（管理型) 11．建築基準法に
種　　類 受 入 施 設 名 所　在　地　(Km) 備　　　考 よる風圧力等 適　　用　　工　　事 建　築　基　準　法　の　指　定

の指定 ・　合成高分子系ルーフィングシート 風速(ＶO) 　　　※３０　・
・　アルミニウム笠木 ・　金属板屋根葺 地表面粗度区分　・Ⅱ　　・Ⅲ
・　折板屋根葺 ・　ガラスブロック 多雪地域の指定　・有　　・無
・　重量シャッター ・　軽量シャッター上記の処理、処分は設計積算上の条件明示であり、処理施設を指定する

ものではない。なお、上記によらない場合は、監督職員と協議すること。 ・　オーバーヘッドドア
また、処理、処分に先立ち処分場等の受入の可否を確認すること

12．設計ＧＬ ※　図　示　　　　　・　現状平均地盤高
PCB（ポリ塩化ビフェニール）含有機器 ・　有（数量は図示） [5.4.1]

・　無
13．施工調査

PCB含有シーリング材 ・　有（施工範囲は図示） [5.4.1]
・　無

PCBを含有する機器等については、飛散、流失等がないように適切な容器に
納め、適切な場所に保管し、工事完了後、監督職員に引き渡す。

アスベストの処理
・　既存部分の破壊を行った場合の補修方法は、図示による。

吹き付けアスベスト除去工事 ・有(図示　　　）　・無
受け入れ施設名・所在地(km)

14．技　能　士 ・　下表で技能士を適用することとした職種に、１級又は
アスベスト含有保温材除去工事 ・有(図示　　　）　・無

単一級技能士を配置する。
受け入れ施設名・所在地(km)

アスベスト成形板除去工事 ・有(図示　　　）　・無
士を配置する。

受け入れ施設名・所在地(km)

ヒ素又はカドミウム含有石膏ボードの処理 　工　事　種　目  技能検定職種（技能検定作業）
ヒ素又はカドミウムボード ・有(図示　　　）　・無 以下の該当工事 ・該当する作業がある以下の職種（作業）の全て
次に該当する場合は、指定する場所に処分すること。 仮設工事 ・とび（とび作業）
＜対象となる石膏ボード＞ 防水改修工事
小名浜吉野石膏（株）　いわき工場　昭和48年10月～平成9年4月の間に

製造されたもの
日東石膏ボード（株）　八戸工場　　平成4年10月～平成9年4月の間に

製造されたもの
指定する処分場

【名称：　　　　　　　　　　所在地(km)　　　　　　　　　　】

６．電気保安 ・　適用する ※　適用しない <1.3.3>

<1.3.10> 外壁改修工事
７．事故報告

・サッシ施工（ビル用サッシ施工作業）建具改修工事
材料の品質等 <1.4.2>８．建築材料等 ・ガラス施工（ガラス工事作業）
※　本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能を有するもの ・自動ドア施工（自動ドア施工作業）

とし、その材料にJIS又はJASのマークの表示のある場合を除いて監督職員 内装改修工事
の承諾を受ける。
特定のものが特記された場合は、設計図書に規定するもの又は、これら

と同等のものとする。ただし、同等のものとする場合は、監督職員の承諾
を受ける。

・表装（壁装作業）　　・建築大工（大工工事作業）
塗装改修工事 ・塗装（建築塗装作業）

・鉄筋施工(鉄筋組立作業)耐震改修工事
・型枠施工(型枠工事作業)　　・とび(とび作業)
・コンクリート圧送施工(コンクリート圧送工事作業)

コンクリートブロック・ALCパネル※　ホルムアルデヒド仕様
・押出成形セメント板工事　使用する材料のホルムアルデヒド仕様は以下のとおりとする。
石工事 ・石材施工（石張り作業）
排水工事 ・配管（建築配管作業）　　１）ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆品
舗装工事　　２）建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品

　　３）次の表示のあるＪＡＳ適合品
植栽工事 ・造園（造園工事作業）　　　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用
屋根及びとい工事 ・建築板金（内外装板金作業）　　　ｂ．接着剤等不使用

　　　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない
　　　  材料使用
　　　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用
　　　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない
　　　  塗料使用

試料採取及び測定は、厚生労働省の「室内空気中化学物質の採取方法と
測定方法」の新築住宅の例に準拠するほか、拡散方式ではサンプラー製造
所の定める仕様により行う。
測定対象物質

※ ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ（濃度指針値   100μg/m3 ・ 0.08ppm）
※ ｽﾁﾚﾝ　　　（濃度指針値   220μg/m3 ・ 0.05ppm）
※ ﾄﾙｴﾝ　　　（濃度指針値   260μg/m3 ・ 0.07ppm）
※ ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ （濃度指針値 3、800μg/m3 ・ 0.88ppm）
※ ｷｼﾚﾝ　　　（濃度指針値   200μg/m3 ・ 0.05ppm）

）測定する室等：（

採取方法：吸引方式又は拡散方式とし、拡散方式では８時間採取する。

17．設備工事との 施工範囲　　各工事の区分表による。
取合い 施 工 図    設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して

監督職員の承諾を受ける。

18．火災保険等 工事目的物及び工事材料等について、次により保険に付す。
保険の種類 ※　火災保険 ※　建設工事保険 ・
保険期間 ※　工事着手から工事目的物引き渡しまで ・

１.仮囲い ・　設けない
仮囲いの位置及び延長は図示による。

２.交通誘導員

※　設ける

・　配置する（　　日　×　　人　＝　　　人日）　　※　配置しない

・　トラッククレーン（　ｔ吊り）×　　　日
・　　　　　　　　　（　ｔ吊り）×　　　日

   ホルムアルデヒド放散量　規制対象外　の場合の建築材料

２
　
仮
設
工
事

 ※　下表で技能士を適用しないとした職種でも、技能士の配置に努めること。

 ※　下表で技能士を適用することとした職種に、１級、２級又は単一級技能

※　作成する　　　　・　作成しない16．完成写真

分　類 サイズ 撮影箇所数 提出様式部  数
※カラー ※Ｌ ※工事用アルバムA4版
・白黒 ・２Ｌ 撮影要領の ※１部 ポケット式程度

・六切り 完成写真程度 ・  部 ・フリーアルバム
・　　箇所    枚 （台紙寸法323×270程度）

・

別に次のものを原本（電子媒体）とともに監督職員に提出する。

※営繕工事写真

アルバムは、監督職員との協議により紙媒体又は電子媒体とする。

なお、原本は、DVD-R等で提出すること。

・防水施工 ・アスファルト防水工事作業
・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業
・アクリルゴム系塗膜防水工事作業
・合成ゴム系シート防水工事作業
・塩化ビニル系シート防水工事作業
・シーリング防水工事作業
・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ防水工事作業

・樹脂接着剤注入施工(樹脂接着剤注入工事作業)

・内装仕上施工

・ＦＲＰ防水工事作業

・鋼製下地工事作業
・ボード仕上工事作業
・木質系床仕上工事作業
・プラスチック系床仕上工事作業

・路面標示施工 ・溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業
・加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ作業

・ＡＬＣパネル施工（ＡＬＣパネル工事作業）

測定結果等報告書の提出

測定対象物質が指針値を超える濃度で検出された場合は、引渡は受けない。

※　室内ＶＯＣ濃度の測定結果に関する書面の当該施設への提示については、
　施設管理者に依頼する。

※　ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の測定

10．特別な材料の
工法

「改修標準仕様書」及び「標準仕様書」に記載されていない特別な材料の
工法は、当該製品の指定工法とする。

総揮発性有機化合物の測定は「11章 総揮発性有機化合物（TVOC）測定」参照

Ⅰ　工  事  概  要

２　工　事　場　所

３　用途地域等
都市計画区域（・　内　・　外）　用途地域（　指定なし　　　　　　　）
防火地域等（・　防火　　・　準防火　　・　指定なし　　・　２２条　）
その他の地域・地区（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４　主　要　用　途

５　敷　地　面　積

６　工 事 の 概 要
鉄筋コンクリート造　２階建

防水改修工事
外壁改修工事
内装改修工事
塗装改修工事

９　特記仕様書の範囲
特記仕様書は、本特記仕様書のほか以下の○印もので構成する。
・　構造特記仕様書 ・　外構工事特記仕様書 ・　植栽工事特記仕様書

・　機械設備工事特記仕様書・　電気設備工事特記仕様書・　解体工事特記仕様書
・ ・

Ⅱ　　建　築　工　事　仕　様
１．共通仕様

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

「解体共通仕様書」という。）による。
なお、施工条件明示書は特記仕様書に含める。

２．特記仕様
１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。
２）特記事項は、・印のついたものを適用する。・印のつかない場合は※印のついたものを

適用する。・印と※印のついた場合は、共に適用する。
３）特記事項に記載の＜　＞、（　）及び［　］内の表示番号は、それぞれ「改修標準仕様書」、

「標準仕様書」及び「解体共通仕様書」の当該項目、当該図又は当該表を示す。

「公共建築改修工事標準仕様書(令和7年版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）による。
ただし、「改修標準仕様書」に記載されていない事項は、「公共建築工事標準仕様書（令和7年

項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項章

２．適用基準等

・　建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　令和4年版）

３．概成工期 工事工期より　　　　　　　　　　　日前 <1.2.1>

４．工事実績情報 ※　適用する（請負精算額が500万円以上の場合） <1.1.4>
(CORINS)の 受注時、変更時及び工事完成時にあらかじめ監督職員の確認を受け、
登録 契約締結後及び工事完成後の10日以内に登録手続きを行い、工事カルテ

の受領書を、監督職員に提出すること。
・　適用しない

５．発生材の 発生材の処理 <1.3.12>
処理等 ・　引渡しを要するもの（ ）

・　特別管理産業廃棄物（ ）
受入れ施設名・所在地(km)

・　現場において再利用を図るもの（ ）
・　再生資源化を図るもの

種　　類 受 入 施 設 名 所　在　地　(Km) 備　　　考
・　コンクリート塊
・　アスファルト

コンクリート塊
・　建設発生木材
・  コンクリートか

ら成る建設資材
・

・その他の廃棄物（安定型)
種　　類 受 入 施 設 名 所　在　地　(Km) 備　　　考

１
　
一
般
共
通
事
項

・　営繕工事写真撮影要領（国土交通省大臣官房官庁営繕部　令和5年版）及び
工事写真撮影ガイドブック（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　令和5年版）

・　受注者は、監督職員と随時打合せを行い、工程の確認・調整及び工事の
円滑な進捗をはかること。

１．一般事項 ・　工事施工中に予期せぬ事態や疑義が生じた場合には、監督職員に報告の
上、指示に従うこと。

・　施工体系図を現場に掲示すること。
・　工事着手前及び完成時に、以下に示す調査範囲の近隣家屋等の内外の

状況（地盤、擁壁、内外壁、床、建具等）を調査・記録し、報告書を監督
職員に提出すること。

調査範囲　　※　図示
※調査に先立って調査計画書を作成し監督職員の確認を受けること
※工事に伴う環境調査要領 平成28年4月（東京都建設局編集）による

・　建築関連工事共通現場説明書(笛吹市策定）
・　笛吹市特記仕様書

監督職員に提出する。

環境への配慮 <1.4.1>
※　本工事に使用する材料の選定及び施工に当たっては、
　揮発性有機化合物の放散による健康への影響に配慮し、石綿を
　含有しないものとする。

建築関連工事共通現場説明書(笛吹市策定)により作成する。15．完成図等

８　そ　　の　　他
アスベスト事前調査済み

７　別　途　工　事

照明器具ＬＥＤ化工事

施工数量調査 <1.6.2>
調査項目 調 査 範 囲 調査方法 成　　果　　品
ひび割れ 外壁面 報告書提出

A-01

内部足場

　・材料、撤去材等の運搬方法
　　　種別（・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種）
　　　　Ｃ種：利用可能なエレベーター　　（　　　　　　　　）
　　　　Ｄ種：利用可能な階段　　　　　　（　　　　　　　　）

５．足場等 外部足場 ・設置する　　（設置範囲　・工事に必要な範囲・ <2.2.1>
・　　　　　　　　） <表2.2.1>

・設置しない
防護シート ・設置する　　（設置範囲　・工事に必要な範囲

・　　　　　　　　）

・設置する　　（・　　　　　※脚立、足場板等）
・設置しない

　 足場を設ける場合は、「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労
 働省平成21年4月策定）」によるものとし、設置については「手すり先行工
 法による足場の組立て等に関する基準」及び「働きやすい安心感のある足場
 に関する基準」によること。

・設置しない

家具及び設備の移動６．養生 <2.3.1>・　行う(図示) ・　行わない
既存ブラインド・カーテン等の養生及び保管

・　行う ・　行わない
養生の方法
保管場所

７．仮設間仕切り ・　設ける(図示) <2.3.2><表2.3.1>
・　Ａ種 ・　Ｂ種 ※　Ｃ種

８.監督職員事務所 ※　設けない（請負者事務所に打合せ会議室を確保する） <2.4.1>
・　設ける（規模　　　　㎡程度　請負者事務所と同棟　・可　・否）

備品（

９.工事用水  構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　　※　利用できない

10.工事用電力  構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　　※　利用できない
　 　　　　　　　　　　※ 溶接などの消費電力の大きな機器を除く

11.工事用通路  ※　指定しない　　・　指定する（図示）

３. 既存下地の <3.2.6>
処理

２．既存防水の <3.2.3～4><3.2.6>
　　処理

<3.1.3>
・ 
※改修標準仕様書3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ)による

既存防水層の撤去

既存保護層の撤去

露出防水層表面の仕上げ塗装除去

・行わない
・行う（範囲 ・図示による　・　　　　　　　　）

・行わない

・行う（ ・M4AS　・M4ASI　・M4C　・M4DI　・L4X ）
・行わない

補修箇所の形状、長さ、数量等

※改修標準仕様書3.2.6(4)(ｳ)(g)①～③による
・

設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり・丸環の取付
け部、塔屋出入口部等の欠損部及び防水層末端部の納まり部の処理

※監督職員と協議する
・図示による

P0S工法及びP0SI工法（機械的固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤
去とした立上り部等の処置　　 

３
　
防
水
改
修
工
事

※製造所

・S-M2

ルーフィング
シート防水

・S-F2

新設防水層の種別
仕上塗料

改修工法 新設種別 施工箇所
使用量種類

※製造所・製造所
　の仕様　の仕様

・ ・

・S-F1

備考断熱材

脱気装置

改修用ﾄﾞﾚﾝ
・有　・無

・有　・無
※製造所・製造所
　の仕様　の仕様

・ ・

・S-M1
・POS
・S4S

・S-F1

・S-F2

※製造所・製造所
　の仕様　の仕様
・・

脱気装置
・有　・無

・S3S

・製造所
　の仕様
・

※製造所
　の仕様
・

脱気装置
・有　・無

・S-M1

・S-M2

・M4S

・有　・無
・製造所

　の仕様　の仕様
・・

脱気装置

ﾝｸﾘｰﾄ下地
・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺ

・　

ﾝｸﾘｰﾄ下地
・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺ

・　

・S-F1

・S-F2

ﾝｸﾘｰﾄ下地
・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺ

・　

ﾝｸﾘｰﾄ下地
・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺ

・　

改修用ﾄﾞﾚﾝ
・有　・無

※製造所・製造所
　の仕様　の仕様
・・

・S-M1

・S-M2

3.5.2(3)(ｴ)(b)
種類 

厚さ(mm) 
・　

・25　・50
・　

種類 

厚さ(mm) 
・　

・25　・50
・　

3.5.2(3)(ｴ)(a)

・POSI
・S3SI
・S4SI
・M4SI

S-F1、S-M1、S-F2、S-M2の仕様

SI-M1及びSI-M2における防湿用フィルム
・設置する　　・設置しない

<3.5.2～4><表3.5.1～3>

・軽歩行仕様（屋根１）
※非歩行仕様（屋上、屋根３）

６. 合成高分子系

１．降雨等に対する
養生(とい共)

02

１　工　事　名　称

・行う（範囲 ・図示による　・立上り部　）

※図示による　　　　　・笠木部、立上り部　
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・キャスターゲート（H=　　　、W=　　　）×　　　箇所
・シートゲート　　（H=　　　、W=　　　）×　　　箇所

１階床面積 388.00㎡　２階床面積 282.00㎡　延べ面積 670.00㎡
建築面積　 407.66㎡

版）」(以下「標準仕様書」という。）及び「建築物解体工事共通仕様書(令和4年版）」（以下

※　完成図面　JWW形式又はSFC形式のCADデータ

建　築　改　修　工　事　特　記　仕　様　書　【令和８年４月版】

※  白焼（Ａ４・Ａ３）版　２つ折製本　黒表紙金文字　　２部

及びPDFデータ　　　　　　 　　　　CD-R　１部

内装改修時、搬入済備蓄品等の移動は請負者にて移動させ施工

2,461.44㎡

福祉施設を防災備蓄倉庫に用途変更

　　版サイズ・表紙記載内容・部数　作成時監督員に確認すること。

御坂拠点備蓄倉庫改修工事
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特記仕様書２

３
　
防
水
改
修
工
事

A-02

03

　　　　　　

屋内防水

種別 種別 施工箇所 保護層
立上り部の保護モルタル塗厚平場の保護モルタル塗厚

・S-C1・P1S ・ ※7mm以下
・

防水層の種別

平場の保護モルタル床塗りにおける目地の目地割及び種類
目地割

※目地割2㎡程度、最大目地間隔3m程度
・

目地の種類
※押し目地
・

合成高分子系ルーフィングシートの種類及び厚さ
※改修標準仕様書表3.5.1から表3.5.3による
・JIS A 6008に基づく種類及び厚さ

種類　　・ 

絶縁用シートの材質
※発泡ポリエチレンシート
・

固定金具の材質、形状及び寸法
※厚さ0.4mm以上の防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板又はそれらの鋼板の

片面若しくは両面に樹脂を積層加工したもの
・

接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量
種類

接着工法の場合のプレキャストコンクリート部材下地の目地処理 
・行う（・図示による　　・　　　　　　）　　

プレキャストコンクリート部材の入隅部の増張り（種別S-F1、SI-F1の場合）
・行う（・図示による　　・　　　　　　）
・行わない

７．塗膜防水 新設防水層の種別

改修工法 新設種別 施工箇所

※X-1
・X-2
・X-1H
・X-2H
・ 

・POX 脱気装置

改修用ﾄﾞﾚﾝ
・有　・無

・有　・無

・L4X

仕上塗料
種類 使用量

・X-1H
・X-2H
・ 

・X-1
※X-2

脱気装置
・有　・無

・主材料の製
　造所の仕様
・

※主材料の製
　造所の仕様
・

・主材料の製
　造所の仕様
・

※主材料の製
　造所の仕様
・

設置数量　　※主材料の製造所の仕様
　　　　　　・　　　　　（個）

ウレタンゴム系塗膜防水X-1の脱気装置の種類及び設置数量
種類　　　　※主材料の製造所の仕様
　　　　　　・　

備考

<3.6.2、3>

設置数量
・

※ルーフィングシートの製造所の仕様
・（　　　　　　）個

厚さ　　・　　　mm以上

※ルーフィングシートの製造所の仕様

・POX

新設防水層の種別
改修工法 新設種別 施工箇所 工程数及び各工程の使用量

・ 
※主材料の製造所の仕様

保護層
・設ける
・設けない・

・ 
※主材料の製造所の仕様 ・設ける

・設けない・

※Y-2

※Y-2

８．シーリング シーリング改修工法の種類　　
・シーリング充填工法　 
・シーリング再充填工法 　
・拡幅シーリング再充填工法　 
・ブリッジ工法 
　ボンドブレーカー張り

・適用する  　・適用しない
　エッジング材張り

・適用する　　・適用しない

<3.1.4><3.7.2、3、7、8>

仕上げを行わない施工箇所
・図示による　　・　

※改修標準仕様書3.7.3(1)による
・図示による ・

接着性試験
※簡易接着性試験
・引張接着性試験

シーリング材の目地寸法

・P2Y

・P1Y

シーリング材の種類、施工箇所
下表以外は、改修標準仕様書表3.7.1による。

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

　　製笠木
10．アルミニウム

※図示による　　・　

※図示による　　・　

・　
※改修標準仕様書表3.8.4による

鋼管製といの防露巻き

・　
※水はけよく、床面より下げ、周囲の隙間にモルタルを充填する

ルーフドレンの取付け
※図示による　　

たてどい受金物の取付け

・ろく屋根用たて形Ⅰ型
・ろく屋根用横形Ⅰ型

・バルコニー用

・バルコニー中継用

９．とい

板材折曲げ形の笠木の取付方法

下地補修の工法
・行わない
・行う（範囲　　・図示による　　・　　　　　　） 

既存笠木等の撤去
色合等　・標準色（　　　　　　）　・特注色（　　　　　　　） 
種別（　　　）種　 

表面処理
  本体幅（　　　）mm　板厚（※2.0mm　　・　　　mm）
・板材折曲げ形（・オープン形式　　・シール形式）
・オープン形式（・押出250形　　・押出300形　　・押出350形）

<3.9.2、3>種類　

施工箇所呼び種別

・50  ・75　・100
・50  ・80　・100
・50  ・75　・100
・50  ・80　・100
・80　・100　・125　・150
・80　・100　・125　・150

・差し込み式
※ねじ込み式
・差し込み式
※ねじ込み式

※ねじ込み式
※ねじ込み式

ルーフドレンの種類及び呼び

・図示による　　・　

※改修標準仕様書3.8.2による
・

取付け間隔
・
※25×4.5以上（とい径100を超えるもの）
※市販品（とい径100以下）　　　　　　　　

・
形状

既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法
　※F☆☆☆☆　　
防露材のホルムアルデヒド放散量

・適用する　　・適用しない
多雪地域

・
※改修標準仕様書3.8.2による

取付け間隔
・
※市販品

形状
・
※改修標準仕様書3.8.2による（溶融亜鉛めっきを行ったもの）

材種
足金物

材種
とい受金物

・
・表面処理鋼板（表面及び裏面の塗膜の種類　・　　　　　）
・ルーフドレン
・硬質ポリ塩化ビニル管
・配管用鋼管

といその他の材種 <3.8.2、3>

11．防水保証 　アスファルト防水、改質アスファルトシート防水及び合成高分子系ルー
フィングシート防水の保証期間は、引渡しの日から10年間とし、メーカー
・施工業者との連名の上、保証書を提出する。

塗膜防水及びケイ酸質系塗布防水については、メーカー・施工業者が
通常定めている期間とし、保証書を作成し提出する。

※改修標準仕様書3.8.2による（溶融亜鉛めっきを行ったもの）

　　工法
２．欠損部改修

１．ひび割れ部
改修工法

・樹脂注入工法
工法の種類

(mm)
注入口間隔

・130

注入量
（mL/m）

延べ長さ
（m）

・　・　
※200～300

・50～100
・
・100～200
・

 0.3以上～0.5未満

 0.5以上～1.0未満・150～250
・

・40
・

・70
・
・130
・

 0.2以上～0.3未満

 0.2以上～1.0未満※自動式低圧
　エポキシ樹脂
　注入工法

　樹脂注入工法
・機械式エポキシ
　樹脂注入工法

注入状況の確認方法
※コアの抜取りを行う
抜取り個数

※長さ500mごと及びその端数につき1個
・

抜取り部の補修方法
※図示による　　・ 

・シーリング材
充填材料の種類
※1成分形又は2成分形ポリウレタン系
・

・行う　　・行わない
シーリング材の試験は改修標準仕様書3章　防水改修工事による。 

シーリング材のうえにポリマーセメントモルタルの充填 　

・可とう性エポキシ樹脂 

・シール工法
延べ長さ(m)ひび割れ幅(mm)

 0.2未満

・手動式エポキシ

・パテ状エポキシ樹脂
・可とう性エポキシ樹脂

<4.1.4><4.3.5、6、7、8>

・充填工法

モルタル
・ポリマーセメント

 10～15未満
  5～10未満

 15～20未満
 20～25未満
 25～30未満
 30～35未満
 35～40未満

平均広さ(㎡)平均深さ(mm) 延べ箇所数

・エポキシ樹脂モルタル

工法の種類

材料

ひび割れ幅
(mm)４-１

外
壁
改
修
工
事
　
コ
ン
ク
リー

ト
打
放
し
仕
上
げ
外
壁

図示による

図示による

図示による

<4.1.4><4.2.4､8>

・Uカットシール材充填工法 　
工法の種類 延べ長さ(m)ひび割れ幅(mm)

 0.2以上～0.3 未満
 0.3以上～0.5 未満
 0.5以上～1.0 未満
 1.0 超過
 1.0超過～1.5 未満
 1.5以上～2.0 未満
 以上～未満

・可とう性エポキシ
　シ樹脂

・シーリング材

図示による
合計長さ94m
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・つまみひだ

特記仕様書３

下地処理及び

１．既存塗膜等の

下地調整

除去・　 工法

・高圧水洗工法

・塗膜はく離剤工法

・水洗い工法

※既存仕上げ面全体
・図示による
※既存仕上げ面全体
・図示による
※既存仕上げ面全体
・図示による

　塗膜はく離剤工法の処理範囲以外
　の既存仕上面全面

・ひび割れ部改修
　工法
・浮き部改修工法
・欠損部改修工法

・図示による

※サンダー工法、高圧水洗工法、

下地面の補修処理範囲
<4.5.4>

２．下地調整塗材 <4.5.2>

３．仕上塗材仕上
げ

<4.1.5><4.5.2><表4.5.1>

種類（呼び名） 仕上げの形状 防火材料
　・砂壁状
　・ゆず肌状
　・ゆず肌状
　・さざ波状

塗材Si
　・砂壁状
　・ゆず肌状
　・ゆず肌状
　・さざ波状

・ 外装薄塗材Si

・ 可とう形外装

・ 外装薄塗材E   ・砂壁状
　・ゆず肌状
　・平たん状
　・凹凸状
  ・ゆず肌状
　・さざ波状

 ・こて塗り

 ・ローラー塗り

 ・吹付け

 ・吹付け

 ・ローラー塗り

 ・ローラー塗り

 ・吹付け

塗材E
  ・砂壁状
　・ゆず肌状
　・平たん状
　・凹凸状
  ・ゆず肌状

  ・ゆず肌状
　・さざ波状

　・さざ波状塗材E
　・凹凸状
　・砂壁状

 ・こて塗り
 ・吹付け

 ・こて塗り

 ・ローラー塗り

 ・ローラー塗り

 ・吹付け
 ・吹付け

工法

　・着色骨材砂壁状

 ・

　 ・

 ・

 ・

 ・・ 外装薄塗材S

　・吹放し
　・凸部処理
　・平たん状
　・凹凸状
　・ひき起こし
　・かき落とし
　・吹放し
　・凸部処理
　・平たん状
　・凹凸状
　・ひき起こし

 ・ローラー塗り

仕上げの形状種類（呼び名） 工法

 ・適用する

上塗り 防火材料

 ・

 ・ ・適用する

※下地調整塗材

・厚付け仕上塗材

・薄付け仕上塗材

・ 防水形外装薄

 ・吹付け

 ・こて塗り

 ・吹付け

 ・こて塗り
・ 外装厚塗材E
・ 外装厚塗材Si

・ 外装厚塗材C

 ・

 ・吹付け

新規仕上塗材の種類 

 ・可とう形外装

・サンダー工法

・ポリマーセメントモルタル

４-４

外
壁
改
修
工
事
　
塗
り
仕
上
げ
外
壁

A-03

04

防火材料種類(呼び名)

・ 複層塗材Si
・ 複層塗材RE
・ 複層塗材CE

  複層塗材
・ 可とう形

・ 防水形複層
塗材CE

・ 防水型複層

塗材E

 樹脂

工法仕上げの形状
 ・吹付け

上塗材の種類 耐候性

　・　

　※つやあり

 樹脂

 外観

　※ｱｸﾘﾙ系

　・ﾒﾀﾘｯｸ
　・
 溶媒
　※水系
　・

 ※耐候形
 　3種
 ・   塗り

 　3種
 ・

 ・吹付け

   塗り

 ※耐候形

 樹脂
　※ｱｸﾘﾙ系
　・　
 外観
　※つやあり
　・ﾒﾀﾘｯｸ
　・
 溶媒
　※水系
　・

 ・吹付け

   塗り

　※ｱｸﾘﾙ系
　・　
 外観
　※つやあり
　・ﾒﾀﾘｯｸ
　・
 溶媒
　※水系
　・

 ※耐候形
 　3種
 ・

 ・

 ・

 ・塗材RE

CE

・複層仕上塗材

・ 防水形複層

 ・ローラー

 ・ローラー

 ・ローラー

・凸部処理
・凹凸状

・ゆず肌状

・凸部処理
・凹凸状

・ゆず肌状

・凸部処理
・凹凸状

・ゆず肌状

※複層塗材E

１．改修範囲

・図示による
※既存のまま

既存天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修
・図示による
※壁面より両側 600mm 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲
・図示による
※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲
<6.1.3>

２．既存床の撤去
及び下地補修

<6.2.2>ビニル床シート等の除去
※仕上材のみ（接着剤とも）
・下地モルタルとも（・図示による　　・除去範囲全て）

合成樹脂塗床材の除去工法　
・機械的除去工法
・目荒し工法

既存のコンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモル
タル及びエポキシ樹脂モルタルは、4章外壁改修工事による。

改修後の床の清掃範囲　　　

３．既存壁の撤去
及び下地補修

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修
※改修標準仕様書4.3.10によるモルタル塗り
（全塗厚が25mmを超える場合の処置　※図示による）

<6.3.2>

４．施工一般 材料のホルムアルデヒド放散量
※F☆☆☆☆又は改修標準仕様書6.5.2(1)(ｳ)(b)による

<6.5.2>

６
　
内
装
改
修
工
事

※図示による　　・　

22．合成樹脂塗床 <6.10.2、3>

・厚膜型塗床材 
　弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床

・薄膜型塗床材 

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床
・厚膜型塗床材

・防滑仕上げ
・平滑仕上げ
・つや消し仕上げ
・防滑仕上げ
※平滑仕上げ

仕上げの種類

・薄膜流しのべ工法 
・厚膜流しのべ工法 
・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法

種別 施工箇所 工法

※平滑仕上げ

塗床材のホルムアルデヒド放散量
※F☆☆☆☆　　・　

健康相談室・押入

１．材料 屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

防火材料　
※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 
・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　　） 

２．下地調整 塗替えRB種の場合の既存塗膜の除去範囲 

<7.1.3>

<7.2.1～7>
※劣化部分は除去し、活膜部分は残す
・図示による
・

既存錆止め塗料の鉛含有量調査 
・行う（　　　　　　箇所）
・行わない 

下地調整 

木部

鉄鋼面
亜鉛めっき鋼面
亜鉛めっき鋼面
（鋼製建具等）
モルタル面及び
せっこうプラスター面
コンクリート面(DP以外)
ALCパネル面
押出成形セメント板面

コンクリート面（DP）

せっこうボード面及び
その他ボード面

下地調整の種別
塗替え

ひび割れ部の補修下地面の種類

※不透明塗料塗りの場合はRB種
・
※RB種　　・ 
※RB種　　・ 
※RB種　　・ 

※RB種　　・ 

※RB種　　・ 

・RA種　　・RB種
・RC種
・RB種　　・RC種

※RB種　　・ 

　　　 －

　　　 －
　　　 －

・行う
・行わない
・行う
・行わない
・行う
・行わない
・行う
・行わない

　　　 －

　　　 －

３．素地ごしらえ <7.3.2～7>

木部 ※A種　　・B種
※B種　　・A種
※C種　　・A種　　・B種
※B種　　・A種　　・C種
・A種　　・B種
※B種　　・A種
※B種　　・A種

※B種　　・A種
・A種　　・B種

※A種　　・B種
※B種　　・A種その他ボード面

せっこうボード面及び
コンクリート面（DPのみ）
押出成形セメント板面及びコンクリート面（DP）
コンクリート面（DP以外）及びALCパネル面
モルタル面及びせっこうプラスター面
亜鉛めっき鋼面
鉄鋼面（DP）
鉄鋼面（DP以外）

透明塗料塗りの場合
不透明塗料塗りの場合

目地：継目処理工法以外
目地：継目処理工法

種別下地面等

塗り
４．錆止め塗料 錆止め塗料塗りの種別 <7.4.2、3>

素地面 工程の種別

・C種(下地調整RC種)

－

－

※C種 ・ 
※A種 ・ 
※B種 ・ 
※C種 ・ 
※A種 ・ 
※B種 ・ 

・A種

※C種 ・ 
※A種 ・ 
※B種 ・ 
※C種 ・ 
※A種 ・ 
※B種 ・ 

・B種(下地調整RB種)

塗料の種別

新規見え隠れ
新規見え掛り
塗替え

新規見え掛り
塗替え

新規見え隠れ
(工程の種別は表7.4.3)

(工程の種別は表7.4.3)

EP-G

SOP

※B種 ・A種
※B種 ・A種
※B種 ・A種

7.4.2(1)(ｲ)
(b)による。
7.4.2(1)(ｲ)

A種
A種
A種

塗替え

新規
(a)による。

(工程の種別は表7.4.4)
DP

鉄鋼面

※A種 ・B種
※A種 ・B種

塗替え
新
規

鋼製建具等
その他 ※B種 ・ 

SOP
(工程の種別は表7.4.5)

C種　・ 
C種　・　
C種　・　
B種　・　

B種　・　

その他
鋼製建具等

塗替え
新
規

EP-G
(工程の種別は表7.4.5)

DP
(工程の種別は表7.4.6)

塗替え

新規

鋼面

亜鉛
めっき

塗装の種類

７
　
塗
装
改
修
工
事

※F☆☆☆☆　　・　
<7.5.2～7.12.2>

合ペイント
塗り(SOP) 

亜鉛ﾒｯｷ鋼面(鋼製建具以外)

鉄鋼面
亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

木部屋内
木部屋外 ※B種　　・ ※A種　　・ 

※B種　　・ ※B種　　・ 
※B種　　・ ※B種　　・A種
※A種　　・ ※B種　　・ 
※B種　　・ ※B種　　・ 

塗装面塗装の種類
塗替え 新規

工程

※1種 ・2種
・クリヤラッカー塗り(CL) ※B種※B種

・A種 ・A種
種類：

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD) ※B種　　・A種 ※B種　　・A種
鉄鋼面
上塗り等級（　　　）級 
亜鉛めっき鋼面 
上塗り等級（　　　）級 ・耐候性塗料

塗り(DP)

・

－

－

・

・

押出成形セメント板面
コンクリート面及び

・A-1種　　・　
・B-1種　　・　
・C-1種　　・　

５．塗装

コンクリート面等
屋内の木部
屋内の鉄鋼面
屋内の亜鉛めっき面

※B種　　・　
※B種　　・　
※B種　　・　
※A種　　・　

※B種　　・A種
※A種　　・　
※B種　　・A種
※A種　　・B種

・つや有合成
樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ
ﾍﾟｲﾝﾄ塗り
(EP-G)

・合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り(EP) 
・合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ模様塗料塗り(EP-T) 
・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 
・ステイン塗り

・木材保護塗料塗り(WP)

※B種　　・　
※B種　　・　
※B種　　・　

※B種　　・A種
・A種　　・B種
※B種　　・A種

・ピグメントステイン塗り
・オイルステイン塗り(OS)
※B種　　・A種 ※B種　　・A種

・合成樹脂調

種類

種類：

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、せっこうﾌﾟﾗ
ｽﾀｰ面、せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面）の塗替えの場合のしみ止め

７
　
塗
装
改
修
工
事

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め
・

※B種又はC種の場合は、改修標準仕様書表7.9.1の工程1の下塗りをしみ
止めｼｰﾗｰとする

・

※B種又はC種の場合は、改修標準仕様書表7.10.1の工程1の下塗りをしみ
止めｼｰﾗｰとする

クリヤラッカー塗りＡ種の工程2の適用
・適用しない
・適用する(着色剤：・溶剤系着色剤　・油性染料着色剤)

ウレタン樹脂ワニス塗りの工程1の着色の適用
・適用する
・適用しない

・
オイルステイン塗りの工程等

　(20.2.14)

操作方法の種類操作方法
ﾎﾞｯｸｽ・ﾚｰﾙ
の材種

幅・高さ

・横形

形式

※ギヤ式
・ｺｰﾄﾞ式
・操作棒式

ｽﾗｯﾄの種類 ｽﾗｯﾄ幅

※鋼製
・

・図示に
　よる
・

・電動 　　　 －

・
※25

・縦形

・手動

・手動
※2本操作ｺｰﾄﾞ式
・1本操作ｺｰﾄﾞ式

・電動 　　　 －

・80
・100

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ
　合金製
・

・図示に
　よる
・

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ
　合金製
・

・ｱﾙﾐｽﾗｯﾄ
・ｸﾛｽｽﾗｯﾄ

縦型ブラインドのスラットの材質
・アルミスラット　焼付け塗装仕上げ 
・クロススラット　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工 

13．ロール
　　スクリーン

　(20.2.15)

その他の材料

・スプリング式
・コード式

・ガラス繊維製
・合成・天然繊維製

※製造所の仕様 

・電動式 ・木製

スクリーンの材種操作方法
幅・高さ
取付箇所 

品質等

・・図示に
　よる
・

スクリーンの仕様
消防法で定める防炎性能の表示があるもの

14．カーテン (20.2.16)

・ｼﾝｸﾞﾙ
・ﾀﾞﾌﾞﾙ ・引分け

・片引き

形式 開閉操作 ひだの種類
取付け
箇所

　よる
・手引き
・ひも引き
・電動

・箱ひだ、片ひだ
・ﾌﾟﾚｰﾝひだ

生地の種別、
品質、特殊加工等

・図示に

・

生地の仕様
消防法で定める防炎性能の表示があるもの

暗幕用カーテンの両端、上部及び召合せの重なり
※300mm以上
・

12．ブラインド

15．カーテンレール 　(20.2.16)材料による区分　　　　　　　　　　　
・アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成型材
※ステンレス製

強さによる区分
※10-90　　・　

仕上げ
※アルマイト　　・　

形状
※角形　　・　

遮光 １級 A++
形態安定加工
二つ山ひだ

・ポリマーセメントモルタル

32

・可とう形改修用仕上塗材
種類(呼び名) 仕上げの形状 工法 上塗材の種類 耐候性 防火材料

改修塗材E
・ 可とう形

・ 可とう形
改修塗材RE

・ 可とう形
改修塗材CE

 ・ゆず肌状

 ・さざ波状
   塗り

 樹脂

 外観

 溶媒

 ・耐候形
 　1種
 ・耐候形
 　2種
 ・耐候形
 　3種

　 ・

 ・平たん状

 ・ローラー
   塗り
 ・ローラー

 ・吹付け

・ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系

・つやあり

・水系

御坂拠点備蓄倉庫改修工事



現況道路境界線

確認済証

検査済証

▼

夏目原

案内図・配置図 1/300

A-04

05

申請地：山梨県笛吹市御坂町栗合字野末367-1、372-1の一部

美和神社入口

妙円字

御坂西保育園

N

御坂郵便局

申請地

御坂西小学校

8,
78
0

10,
920 9,130

13,810

4,
00
0

第42条第1項第1号道路
市道2301号

第42条第1項第1号道路

市道2254号

第42条第2項道路

市道2532号

4
,
5
00

道路中心線

道路境界線（56.81ｍ）

隣
地

境
界

線

2
,
9
0
0

2,050

隣地境界線

▼

1
,
4
0
0

申請建物

既存建物２

検査済証

確認済証 建指第9-507号

平成12年3月29日

平成11年10月5日
既存建物１

確認済証

検査済証

石土第10-206号昭和63年10月19日
申請建物

建築面積 延べ面積

鉄筋コンクリート造

用途

福祉施設

公衆便所

既存建物

１

２ 鉄筋コンクリート造

面積合計

構造

建築主事

建築主事

交付年月日 交付番号 交付者

石土第10-206号

建指第9-507号

(用途変更・改修建物)

配置図　S=1/300

4,000

2,500750 750

2,0002,000

市道2256号

第42条第2項道路

階数

地下１階　地上２階

地上１階

最高の高さ

3.150m

9.920m1,290.94㎡

15.70㎡

1,306.64㎡

817.63㎡

16.52㎡

834.15㎡

既存建物１
既存建物２

1,450

1
,
4
0
0

2,100

2,100

市道2256号

N

県道311号線

笛吹市役所御坂支所

御坂図書館

駐在所

体育館

御坂児童センター

2,050

(
4
9
.
8
7
m
）

道
路

中
心

線

法
第

4
2
条

第
2
項

道
路

後
退

線

法第42条第2項道路後退線

シルバー人材センター

1
,
7
8
0

32

最高の高さH=8.400m
(パラペット天端)

盛土規制法の許可対象となる工事無

平成元年4月6日

御坂拠点備蓄倉庫改修工事

申請建物（改修建物）：旧名 御坂保健センター
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敷地求積図・建物求積図 1/300 1/200
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①

③

⑤

⑥

＝

＝

１階床面積

124.00

10.46115

67.50

148.50

10.00

26.00

12.00

82.50

8.00

符号

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

15.500*8.000

13.500*5.000

13.500*11.000

2.000*5.000

2.000*13.000

3.000*4.000

7.500*11.000

2.000*4.000

8.610*1.215

面積計算式 １階床面積＋⑨＋⑩

282.00

388.00

282.00㎡

388.00㎡

建築面積

①＋②＋⑦＋⑧

＝

２階床面積

①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥

延べ面積

＝

1.215

1
3
.
5
0
0

１階床面積＋２階床面積

670.00

670.00㎡

２階求積図　S=1/200

１階求積図　S=1/200

面積表

1 42.53 16.86 717.0558 358.52790

2 38.33 2.56 98.1248 49.06240

3 44.60 11.72 522.7120 261.35600

4 60.61 23.34 1,414.6374 707.31870

5 60.61 3.93 238.1973 119.09865

6 58.77 10.57 621.1989 310.59945

7 53.61 9.89 530.2029 265.10145

8 50.35 1.94 97.6790 48.83950

9 50.03 13.19 659.8957 329.94785

10 13.33 1.74 23.1942 11.59710

合       計 2,461.44900

敷 地 面 積 2,461.44 m2

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積

1

42
.5
3

16
.86

2

3
8
.
3
3

2.56

3

4
4
.
6
0

11.72

4

60
.6
1

23
.3
4

5

3.93

6

58.77

10.57

7

53.61

9.89

8

50
.
35

1.94

9

5
0
.
0
3

13.19

10

13.33

1
.
7
4

敷地面積求積図　S=1/300

⑩
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1,000 1,0004,000

3
,
3
0
0

4.000

1
,
0
0
0

⑨

2
.
3
0
0

2
.
3
0
0

2.300*4.000 9.20

407.66115

407.66㎡

御坂拠点備蓄倉庫改修工事



既存 3通 プルボックス・配管

仕上表１

外部仕上表

ハト小屋：全面ゴムシート防水

電波監視システムＨ形鋼内平場：ゴムシート防水の上保護シート

平場：コンクリート直均し仕上げ　ゴムシート防水1.5㎜ 飛火試験合格品

笠木：モルタル塗り金ごて仕上げ W=220

ドレン：祷鉄製 横引 ５か所

平場：機械的固定方法 S-M2 塩化ビニル樹脂系ルーフィングシート1.5㎜　ステンレス脱気装置２か所

電波監視システムＨ形鋼内平場：保護シート撤去　塗膜防水X-2

エントランス

せっこうボード12㎜

ビニルクロス

内部仕上表

階 室名

改修

廊下

ホール

Ｈ

幅木

下地

床

仕上 仕上 下地 下地

壁

仕上 仕上 ＣＨ 廻り縁

天井

備考

・

既存

既存

既存

改修

改修

モルタル金ごて

モルタル金ごて

RC

RC

RC

モルタル金ごて

ビニルクロス

RC

GL せっこうボード12㎜

木

LGS 2,750

LGS

LGS

2,650

2,650

上り框：SUS304HL 100*100*2mm

スロープ

SUS水切　SUSフード

ビニルクロス

掲示スペース

受付カウンター

化粧せっこうボード9㎜

化粧せっこうボード9㎜

下駄箱

化粧せっこうボード9㎜ 流し台　ガス台　吊戸棚　食器棚

塩ビ見切縁

塩ビ見切縁

塩ビ見切縁

ビニル 100

木製 100

平場：コンクリート直均し仕上げ　ゴムシート防水1.5㎜ 飛火試験合格品

屋根１

屋上

平場：コンクリート直均し仕上げ　ゴムシート防水1.5㎜ 飛火試験合格品

笠木：モルタル塗り金ごて仕上げ W=380

ドレン：祷鉄製 横引 １か所

既存

平場：機械的固定方法 S-M2 塩化ビニル樹脂系ルーフィングシート2.0㎜　ステンレス脱気装置１か所

立上り部：既存防水層・アルミ製押え金物・シーリング撤去　ポリマーセメント下地処理

笠木：塗膜防水X-2

ドレン：横引改修ドレン １か所

既存

改修

既存

改修

既存

改修

屋根３

可とう形改修塗材ＲＥ

改修外壁

コンクリート打放し　吹付タイル

既存

外部建具
改修

既存

水切り：塗膜防水X-2　　四周シーリング MS-2 再充填

コンクリート打放し　吹付タイル

既存

改修

既存

ＶＰ管 75Ａ　塩ビ樹脂角飾ります　ＯＰ塗装
樋

タラップ
改修

可とう形改修塗材RE改修
庇

笠木：コンクリート打放し　吹付タイル

階段裏：コンクリート打放し　吹付タイル

なし

笠木・腰壁・階段裏：可とう型改修塗材RE

既存

改修

屋外階段

上面：塗膜防水X-2 立上り共

特記事項

外幅木

花壇 吹付タイル

改修
なし

ビニル床シート

ビニル床シート

１

設備基礎：後打ちコンクリート

ドレン：横引改修ドレン １か所

笠木：モルタル塗り金ごて仕上げ W=380

　屋外階段昇降口 アルミ製押え金物 L-45*65*1620

立上り部：コンクリート打放仕上げ　ゴムシート防水1.5㎜　アルミ製押え金物 L-30*10　シーリング

立上り部：既存防水層・アルミ製押え金物・シーリング撤去　ポリマーセメント下地処理

ドレン：改修用横引 ５か所

設備基礎：全面　ポリマーセメント下地処理　接着工法 S-F2 塩化ビニル樹脂系ルーフィングシート1.5㎜

立上り部：コンクリート打放仕上げ　ゴムシート防水1.5㎜　アルミ製押え金物 L-30*10　シーリング

笠木：塗膜防水X-2

立上り部：既存防水層・アルミ製押え金物・シーリング撤去　ポリマーセメント下地処理

　屋外階段昇降口 アルミ製押え金物　撤去　　アルミ製押え金物 L-45*65*1.5*1620(TA-46)　新設

　塩化ビニル樹脂系ルーフィングシート1.5㎜　アルミ製押え金物 L-30*15*2.0　シーリング

立上り部：コンクリート打放仕上げ　ゴムシート防水1.5㎜　アルミ製押え金物 L-30*10　シーリング

　塩化ビニル樹脂系ルーフィングシート2.0㎜　アルミ製押え金物 L-30*15*2.0　シーリング

平場：機械的固定方法 S-M2 塩化ビニル樹脂系ルーフィングシート2.0㎜(軽歩行仕様)　ステンレス脱気装置１か所

水切り：防水モルタルD=115　　四周シーリング

上面：防水モルタルD=320(П庇),D=235(他庇)　ＥＰ塗装　立上りH=100共

磁器質100角タイル SUSくつふきマット400*600

ＤＰ塗装Ｃ種

ＤＰ塗装Ｂ種

スチール製　ステップ22φ　両サイド42.7φ　ＳＯＰ塗装　２か所(屋根１,屋根２)

笠木：ポリマーセメント補修　塗膜防水X-2　　先端部：アルミ製押え金物 L-2.0*40*70(TA-70)　新設

　接着工法　塩化ビニル樹脂系ルーフィングシート1.5㎜　アルミ製押え金物 L-30*15*2.0　シーリング

手すり：スチール製 H=1100 42.7φ上下横 たて21.7φ120@　ＳＯＰ塗装　台形基礎ブロック上200角下300角高さ250 ８か所

手すり：鉄部 ＤＰ３級塗装　基礎ブロック 塗膜防水X-2

臭突管 VU100A　ＯＰ塗装　

機械設備配管
撤去

床：磁器質100角タイル

柱：ボンデ鋼板1.6㎜ 225角 焼付塗装

アプローチ横
スロープ

A通側
スロープ

スチール製手すり 横42.7φL= たて34φH=720　ＳＯＰ塗装

スチール製手すり：撤去

スチール製手すり：H=720 42.7φ L=3600　支柱34.0φ ５本　ＳＯＰ塗装　

床：モルタル刷毛引き

床：スロープ立上り撤去部　磁器質100角タイル
アプローチ

既存

改修

改修

既存

柱：ＤＰ塗装Ｂ種

屋根：ＤＰ塗装ＲＢ種　箱樋：ウレタンゴム系塗膜防水X-2

立上り：H= W=120 L=3000+100

既存

改修

既存

ＤＰ塗装Ｂ種

改修
館銘板

立上り撤去

床：拡張(立上り撤去部から)　溶接金網D6*100*100　コンクリート120㎜ FC18　刷毛引き仕上げ

既存

改修

改修
電気設備配管

ＤＰ塗装Ｂ種

西側外壁面　撤去

ＤＰ塗装：３級ポリウレタン樹脂

塗膜防水：ウレタンゴム系高伸長形

可とう型改修塗材ＲＥ：上塗材 アクリルシリコン

屋根外壁三面：カラー鉄板0.4㎜（周囲）　けい酸カルシウム板6㎜+6mm 焼付塗装板（中央）　シーリング

屋根外壁三面：ＤＰ塗装ＲＢ種　シーリング打替え

軒天：けい酸カルシウム板6㎜　ＥＰ塗装　　外周部三方折返し：カラー鉄板0.4㎜ W=100

軒天：ＥＰ塗装　　外周部三方折返し：W=100　ＤＰ３級塗装

ＯＰ塗装

けい酸カルシウム板4㎜

SUS304 0.7㎜ カーテンボックス

残

残

残

残

残

残

残

残

残

　　　　　接着工法 SF-2 塩化ビニル樹脂系ルーフィングシート1.5㎜

ハト小屋：既存防水層及び設備配管撤去　エポキシ樹脂モルタル穴埋め

ドレン：改修設置済みのため不要

屋根２
既存

改修

防水改修工事済み

水洗い・清掃を行う

目地：シーリング再充填工法　PU-2

モルタル金ごて H=500　上部シーリングなし

П庇 目地：化粧目地

腰壁：コンクリート打放し　吹付タイル

けあげ・踏面・ささら：モルタル金ごて　ノンスリップタイル

けあげ・踏面・ささら：改修なし

西側外壁面 ステンレス箱文字250角*11文字

建物改修工事面：水洗い工法（高圧水洗機15MPa）

外壁面事前調査：報告書提出後、監督員と外壁ひび割れ改修工法協議

スチール製ロッカー 450*600*1800 撤

消火器 残

屋根：カラー鉄板0.4㎜　真木無瓦棒葺420@　箱樋：カラー鉄板0.4㎜　内寸170*70

П庇 正面目地：充填工法　PU-2

ひび割れ部補修　Ｕカットシール材充填工法（シーリング材+ポリマーセメントモルタル充填）　L=94m

ひび割れ部　Ｕカットシール材充填工法

A-06

07

事務室

↓

倉庫６

アプローチ屋根西面 塩ビフィルム切文字150角*8文字（御坂拠点備蓄倉庫）
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掲示スペース

撤

仕上表２

内部仕上表

階 室名

Ｈ

幅木

下地

床

仕上 仕上 下地 下地

壁

仕上 仕上 ＣＨ 廻り縁

天井

備考

１

改修

既存

既存

改修

ビニルクロス

LGS

LGS 2,650

倉庫Ａ

RC モルタル金ごて

GL せっこうボード12㎜

ビニルクロス

GL

化粧せっこうボード9㎜

化粧せっこうボード9㎜

2,650

3,000

残

機能訓練室

運動指導室

倉庫１

RC

・

塩ビ見切縁

掲示スペース

ブラインド 残

残

残

せっこうボード12㎜

せっこうボード12㎜

ビニルクロス

木

塩ビ見切縁 木製棚

スチール製棚

残

残

せっこうボード12㎜

ビニルクロス
既存

既存

改修

改修

GL せっこうボード12㎜

木

LGS

ビニルクロス

RC モルタル金ごて

RC

既存

既存

RC

木

ビニルクロス

せっこうボード12㎜

ビニルクロス

RC

木

ビニルクロス

せっこうボード12㎜

ビニルクロス

化粧せっこうボード9㎜LGS

LGS 化粧せっこうボード9㎜

2,500

2,550

2,500

2,650 残

洗面脱衣

改修

既存

浴室

RC

木製板張り

GL

木

せっこうボード12㎜

せっこうボード12㎜

ビニルクロス

ビニルクロス

LGS 化粧せっこうボード9㎜ 塩ビ見切縁 洗面化粧台 残

RC せっこうボード9㎜

ビニルクロス ・

木製 残

ブラインド 残

ビニル 100

木製 100

ビニル 100

木製　畳寄せ

↓

健康相談室

↓

倉庫２

記録保存庫

改修

既存

RC モルタル金ごて ビニル 100 RC モルタル金ごて

ビニルクロス

モルタル金ごて

ビニルクロス

木

LGS 化粧せっこうボード9㎜ 2,400 塩ビ見切縁

ユニットバス 残

撤

撤

撤

撤

天井下りパイプ

間仕切り用カーテンレール+カーテン

雑巾摺 木製

押入

↓

倉庫２

木

前室

改修

↓

撤

倉庫２

カーペット敷き

ビニル 100

塩ビ見切縁

診察室

↓

倉庫２ 改修

ビニル 100

残

樹脂モルタル埋め　こて仕上

WD-1,-4'*2　ステンレスくつずり撤去

ビニル床シート

ビニル床シート

ビニル床シート

中段・枕棚

残

塩ビ見切縁

鴨居 残

特
記
事
項

残

残

残

ＯＰ塗装

RC ビニル

RC 残

RC 残

RC

合板5.5㎜

木 押入内ＰＳ合板4㎜

撤

掲示スペース 撤

WD-4'(押入横踏込) 木枠残し 撤

撤

撤

手洗カウンター

撤スチール製ロッカー 900*500*1800*2

木製書架 1200*600(下)450(上)*2000

上記撤去壁面：木製25㎜枠

上記撤去壁面：木製25㎜枠

2,650

樹脂モルタル埋め　こて仕上

WD-3　ステンレスくつずり撤去 撤

改

改

上記撤去壁面：木製25㎜枠

鴨居(残し)下端+25ラインまで撤去

合板4㎜木
一部
撤

薄膜型水性エポキシ樹脂系塗床(平滑仕上げ)

モルタル金ごて30㎜

木 撤

木

改

改

合板5.5㎜ 撤

木製

雑巾摺

改

残

95

合板4㎜

改

撤

撤
一部

残RC

間仕切壁撤去部下端　ポリマーセメントモルタル金ごて補修

RC 残

カーペット敷き

モルタル金ごて 残

残

間仕切壁撤去部下端　ポリマーセメントモルタル金ごて補修

改

改

RC 残

モルタル金ごて

モルタル金ごて　ビニル床シート 残

内部改修時、現況備蓄品等の移動は請負者にて移動

ビニル 100
撤

一部
残

一部
撤

木

ビニルクロス

せっこうボード12㎜

ビニルクロス

RC

鴨居下端+25ラインまで撤去

ビニル
撤

一部
100 RC

木

残

一部
撤

ビニルクロス

せっこうボード12㎜

ビニルクロス

鴨居下端+25ラインまで撤去

残

残

残

残

撤

撤
一部

一部

一部
撤

撤
一部

せっこうボード12㎜

せっこうボード12㎜

せっこうボード12㎜

せっこうボード12㎜

薄膜型水性エポキシ樹脂系塗床(平滑仕上げ)

モルタル金ごて30㎜

モルタル金ごて　ビニル床シート(押入横踏込）

モルタル金ごて　ビニル床シート(押入横踏込）

残

改

改

撤

RC 残 ビニル

木製

木製　畳寄せ

改 95

100

100残

残

レベル調整砂35㎜　ポリスチレンフォーム床下地材90㎜　縁付畳55㎜

レベル調整砂35㎜　ポリスチレンフォーム床下地材90㎜　縁付畳55㎜

フローリング15㎜　ウレタン塗装

鋼製床下地　合板(Ⅰ)12㎜

鋼製床下地　合板(Ⅰ)12㎜

フローリング15㎜　ウレタン塗装 残

残

腰壁付きスチール製手すり

カーテンボックス

カーテンレール(Ｓ)+遮光カーテン

撤AW-9ブラインド WD-8,-9,-11建具戸 撤

撤

撤

上り框90*150

柱(鴨居下端まで)

撤

カーテンボックス

柱(鴨居下端まで)

敷居

撤

撤

WD-12建具戸

敷居、上り框(押入横)

後付壁付エアコン室内機+室外機

物品等は台車により搬入予定

後付壁付エアコン室内機+室外機 残

ガス給湯器

2,550踏込：モルタル金ごて　ビニル床シート

壁面設置運動・機能訓練器具

消火器 残

08

A-07

スチール製下駄箱カーテンボックス 残

WD-3建具戸・金物・くつずり

造り付戸棚

残

WD-1,-4'*2 木枠・くつずり共全て

既存掲示スペース：木下地　合板5.5㎜　掲示用クロス　木枠ＯＰ塗装

既存カーテンボックス：木製　ＯＰ塗装　内法W180*H100*L150　

遮光カーテン：１級　A++　防災性能表示品
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残

内部仕上表

仕上表３

せっこうボード12㎜

モルタル金ごて

階 室名

Ｈ

幅木

下地

床

仕上 仕上 下地 下地

壁

仕上 仕上 ＣＨ 廻り縁

天井

備考

ビニルクロス

既存

既存

既存

改修

改修

改修

ビニルクロス

GL せっこうボード12㎜

LGS

LGS

LGS残

RC モルタル金ごて

RC モルタル金ごて

RC モルタル金ごて

RC

既存

既存

既存

改修

GL
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2,650 残
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磁器質50角タイル防 RC 半磁器質100角タイル LGS 2,500 アルミ製角型防臭マンホール

女子便所

改修

・

倉庫Ｂ

既存

改修

RC モルタル金ごて ビニル 100 RC

ＥＰ－Ｔ

RC 着色石綿吹付

塩ビ見切縁

身障者便所

半磁器質100角タイル

ＥＰ

けい酸カルシウム板4㎜（石綿含有建材）　目透し

ビニル 2,400けい酸カルシウム板4㎜（石綿含有建材）　目透し

ＥＰ

手すり

２

１

ライニング　甲板：タイル

屋内階段

RC モルタル金ごて

ステンレス製階段滑り止め

塩ビ見切縁3,600

集成材腰壁天端

ホール

RC モルタル金ごて

ビニル床シート

ビニル床シート

ビニル床シート

ビニル床シート（けあげ共）

廊下

改修

ビニル床シート

ビニル 100 2,650

塩ビ見切縁

塩ビ見切縁

保健指導室

↓

倉庫４ 改修

せっこうボード12㎜

ビニルクロス

化粧せっこうボード9㎜

せっこうボード12㎜GL

GL100

カーテン

ホーロー黒板

残

残

ビニル 100

木

せっこうボード12㎜

せっこうボード12㎜

ビニルクロス

化粧せっこうボード9㎜ 2,650 塩ビ見切縁

塩ビ見切縁

・

残 撤

撤残

残

↓

倉庫３

集会室
・

集団指導室

防煙垂れ壁H=500 WP6.8㎜

100

ビニル

ビニル 100 GL

倉庫

・

一部
撤

ホーロー黒板1200*3600

撤WD-1建具戸,金物

カーテン(Ｓ)

2,700 掲示スペース（間仕切壁撤去面)

残掲示スペース

撤WD-4'建具戸,金物

ビニル
撤

一部
100

木 せっこうボード12㎜

ビニルクロス

一部
撤

撤去面：木製25㎜枠　ＯＰ塗装

FL+2575まで撤去(仕上りFL+2550)

残GL

GL

せっこうボード12㎜

ビニルクロス
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撤
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RC 残

改
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ビニル床シート

モルタル金ごて

ビニル床シート

残

残

WD-5　ステンレスくつずり撤去　樹脂モルタル埋め　こて仕上

間仕切壁撤去部下端：ポリマーセメントモルタル金ごて補修

RC

樹脂モルタル埋め　こて仕上

WD-1,-4'　ステンレスくつずり撤去

改

撤

モルタル金ごて

長尺塩ビシート

長尺塩ビシート

残残

残

ビニル

カーテンボックス

カーテンボックス

残

スチール製ロッカー 450*600*1800 撤

カーテンボックス+カーテンレール(Ｓ)

移動間仕切

天吊エアコン室内機+屋上設置室外機

冷蔵庫(市移動)

残

残

残

残

残

残

残

残

遮光カーテン(既存カーテン取替) 改 スチール製書庫950*380*1280

スチール製書庫880*400*880

撤

撤

消火器 残

消火器 残

給湯器 残

A-08

09

栄養指導室

↓

倉庫５

ガス台　調理台　流し台　食器棚

特
記
事
項

スチール製手すり

エレベーター：現況通り使用中止１階洗面脱衣・浴室：現況通り使用中止

１階倉庫６：現況通りガスコンロ使用中止

２階倉庫５：現況通りガスコンロ使用中止

ガス給湯器：現況通り使用中止

非常用照明：作動停止

消火器・誘導標識：請負者にて設置届を提出すること

消火器：既存使用

誘導灯→誘導標識：電気設備工事

誘導灯設備、非常警報設備：作動中止処置 給排水設備・衛生設備・換気設備：現況通り使用中止

エアコン設備：現況通り使用中止

　　　　倉庫２：後付壁付　倉庫３：後付天吊り　除く
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２階平面図（既存）

２階平面図（既存）　S=1/100
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屋根伏図（既存）　S=1/100
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改　修

１階平面図（改修）

１階平面図（改修）　S=1/100

倉庫１
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倉庫２
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消火器

ﾊﾟｲﾌﾟ撤去(吊りﾊﾟｲﾌﾟ共)

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ・吊棒撤去
ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞL=1700撤去

遮光ｶｰﾃﾝ+ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ(S)新設

残

PS 4-31-1

残
AC壁室内機
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誘導灯→誘導標識

誘導灯→誘導標識

敷居・上り框撤去、鴨居・前室側額縁残し　表示

健康相談室・押入床撤去　表示
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4-31-1 ステンレスくつずりt=1.5 撤去　樹脂モルタル埋め　金ごて仕上げ

建物内(１階、２階共）　危険物保管無

用途変更に伴い、積載荷重等構造上の負担増とならない仕様
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1

防水モルタル水切り

230

5
0
0

1
,
0
0
0

スチール21.7φ @200　ＳＯＰ塗装

スチール42.7φ　ＳＯＰ塗装

台形基礎ブロック

220
モルタル塗り 金ごて仕上げ

せっこうボード12㎜　ビニルクロス

モルタル金ごて

250

75 2075

1
5
0

1
5
0

1
2
0

金ごて仕上げ
防水モルタル塗り

防水モルタル塗り
金ごて仕上げ

防水モルタル塗り
金ごて仕上げ

改　修

矩計図（改修）

改修：塗膜防水X-2

シーリング　アルミ製押え金物　撤去
シーリング　アルミ製押え金物　新規

改修　ＤＰ３級塗装

改修　ＤＰ３級塗装

改修：塗膜防水X-2

改修：塗膜防水X-2

改修：塗膜防水X-2

シーリング再充填工法

改修：水洗い
可とう形改修塗材ＲＥ

改修：水洗い　可とう形改修塗材ＲＥ

改修：ポリマーセメント補修
塗膜防水X-2

新設：アルミ製先端部金物L-2.0*40*70(TA-70)

改修：水洗い　可とう形改修塗材ＲＥ

水洗い・清掃

可とう形改修塗材ＲＥ
改修：水洗い

ステンレスくつずり　撤去
樹脂モルタル埋め　こて仕上

立上り部：ゴムシート防水1.5㎜　撤去
シーリング　アルミ製押え金物　撤去
平場：ゴムシート防水1.5㎜　1/50勾配　飛び火試験合格品　残

立上り部：ポリマーセメント下地処理　塩化ビニル樹脂系ルーフィングシート1.5㎜　接着
シーリング　アルミ製押え金物　新規
平場：機械的固定方法　塩化ビニル樹脂系ルーフィングシート1.5㎜
ステンレス脱気装置２か所　新規

改修

1FL

2
,
1
5
0

5
0
0

1FL 3
0

木製幅木H=95
モルタル金ごて30㎜
薄膜型水性エポキシ樹脂系塗床

モルタル金ごて30㎜
薄膜型水性エポキシ樹脂系塗床

3
0

ビニル床シート2.5㎜
モルタル金ごて塗り

ビニル幅木 H=100

木製枠

鴨居　残し

15020 25

A-22

23

金ごて仕上げ
防水モルタル塗り

改修：塗膜防水X-2
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倉庫５

倉庫３

倉庫２ 倉庫２
倉庫２ 倉庫２

8
,
2
0
0

8
,
2
0
0

御坂拠点備蓄倉庫改修工事



防水モルタル水切

姿図

形状

材質・仕上

見込

硝子

金物

備考

姿図

形状

材質・仕上

見込

硝子

金物

備考

姿図

形状

材質・仕上

見込

硝子

金物

備考

記号・場所・数量

記号・場所・数量

1/100

記号・場所・数量
1

1

アルミニウム製

1

アルミニウム製 アルミニウム製

1
AW AW

1
AW

アルミニウム製

AW AW
5

1

アルミニウム製 アルミニウム製

AW AW AW AW AW AW

アルミニウム製

70㎜

70㎜ 70㎜ 70㎜ 70㎜ 70㎜

引違い窓

1

アルミニウム製

70㎜

アルミニウム製 アルミニウム製

70㎜ 70㎜

1 1

アルミニウム製 アルミニウム製

70㎜ 70㎜

AW AW AW
1 1 1

アルミニウム製

70㎜

アルミニウム製 アルミニウム製

70㎜ 70㎜

AW
２階栄養指導室

3
5

1
,
9
1
5

7
0
0

2
,
6
5
0

4,940

1,600 70 1,600 70 1,600

３連引違い窓

70㎜

NP6.8

防水モルタル水切

2
２階集団指導室・集会室

4,200

1,600 70 860 70 1,600

1
,
1
0
0

1
,
5
1
5

3
5

2
,
6
5
0

NP6.8

防水モルタル水切

3
１階健康相談室

3,800

1,600 460 1,600

防水モルタル水切

NP6.8

4 4'
１階機能訓練室・運動指導室

１階事務室

２階保健指導室 1

1

3,270

1,600 70 1,600

7
0
0

1
,
9
1
5

3
5

2
,
6
5
0

２連引違い窓 ２連引違い窓

防水モルタル水切 防水モルタル水切

NP6.8T5

１階機能訓練室・運動指導室

1,600

7
0
0

1
,
9
1
5

3
5

2
,
6
5
0

6
２階栄養指導室 1

1
,
1
0
0

1
,
5
1
5

3
5

2
,
6
5
0

5,410

1,000 1,600 70 1,600 1,000

70 70

70 70

両サイドはめころし２連引違い窓

NP6.8

防水モルタル水切

7
２階集団指導室・集会室

3,270

1,600 70 1,600

2
,
6
5
0

F F

２連引違い窓

NP6.8

8
1 1

1
,
1
0
0

1
,
5
1
5

3
5

AW
8'

１階診察室 １階診察室

NF6.8

防水モルタル水切防水モルタル水切

1,600 70 1,600

2
,
6
5
0

1
,
1
0
0

1
,
5
1
5

3
5

（8' 3,100）
3,270

9
１階健康相談室

1,600

防水モルタル水切

10
１階診察室

1,450

1
,
1
0
0

1
,
5
1
5

3
5

2
,
6
5
0

２連引違い窓 引違い窓 引違い窓

NF6.8

防水モルタル水切

11
１階健康相談室

引違い窓

NF6.8

9
5
0

1
,
5
1
5

3
5

2
,
5
0
0

1,200

12
AW
12' ２階男子

便所便所

２階女子

1,230 12

12'1,330

1
,
2
0
0

1
,
2
6
5
3
5

2
,
5
0
0

防水モルタル水切 防水モルタル水切

引違い窓

NF6.8

5
5
0

1
,
9
1
5

3
5

2
,
5
0
0F

1
5
0

3
5

1
,
5
1
5

9
5
0

2
,
5
0
0

1
5
0

13
１階男子便所 １階女子便所

14

引違い窓 引違い窓

NF6.8 NF6.8

防水モルタル水切

1,590 1,290

1
,
2
0
0

1
,
2
6
5
3
5

1
,
2
0
0

1
,
2
6
5
3
5

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

AW AW
15 17

1

引違い窓

アルミニウム製

70㎜

防水モルタル水切

NF6.8

１階倉庫Ａ

1,600

6
5
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

2
,
6
5
0

1

はめごろし窓

アルミニウム製

70㎜

NP6.8

防水モルタル水切

階段

4
,
5
3
5

4
,
5
3
5

1
,
7
1
4

F

FLFLFL

1
5
0

1
0
0

1
0
0

踊場

FL

FL

1
0
0

廊下FL廊下FL廊下FL

FL

前室FL

FL
FL

前室FL
FL FL FL

FL FL
FL

前室FL
FL FL

防水モルタル水切

中央はめごろし両横引違い窓 中央はめごろし両横引違い窓

1,400

F

5
7
0

3
,
8
0
0

1
6
5

収納家具

木製カーテンボックスW180*H100*L1655木製カーテンボックスW180*H100*L1805木製カーテンボックスW180*H100*L3650(8)L3130(8')木製カーテンボックスW180*H100*L3650木製カーテンボックスW180*H100*L5615

木製カーテンボックスW180*H100*L1980木製カーテンボックスW180*H100*L3650木製カーテンボックスW180*H100*L4180木製カーテンボックスW180*H100*L4580木製カーテンボックスW180*H100*L5320

木製カーテンボックスW180*H100*L1405

既存ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ撤去
内装改修

遮光ｶｰﾃﾝ+ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ(S)新設

内装改修
既存ｶｰﾃﾝ(S)撤去

内装改修
既存ｶｰﾃﾝ(S)撤去
遮光ｶｰﾃﾝ新設

遮光ｶｰﾃﾝ新設

建具表１（既存・改修）

A-23

24

柱型

室名：既存名称使用

NF6.8

T5

32
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1,860 8,000 1,860 1,860 8,000 1,860

姿図

形状

材質・仕上

見込

硝子

金物

備考

姿図

形状

材質・仕上

見込

硝子

金物

備考

姿図

形状

材質・仕上

見込

硝子

金物

備考

記号・場所・数量

記号・場所・数量

1/100

記号・場所・数量 1

アルミニウム製 アルミニウム製

1
AW AW

1 1

アルミニウム製 アルミニウム製

AW

F4

70㎜ 70㎜

片開き窓

1

AW
18 19 20

SD
3

１階ＥＶ機械室 1
WD
1 1

1

２階保健指導室

１階診察室

親子開き戸

40㎜

F4

WD
3

１階倉庫Ａ 1

両開き戸

丁番　ドアクローザー　フランス落し　レバーハンドル

木製　フラッシュ　しな合板　ＯＰ

40㎜

シリンダー箱錠　木製がらり ＯＰ

木製　フラッシュ　しな合板 ＯＰ

丁番　ドアクローザー　フランス落し　レバーハンドル
シリンダー箱錠　木製がらり ＯＰ

4' ２階集団指導室・集会室

2

1

木製　フラッシュ　しな合板　ＯＰ

40㎜

WD

片開き戸

F4

丁番　ドアクローザー　レバーハンドル　シリンダー箱錠
木製がらり ＯＰ

6
5
0

2
,
0
0
0

2
,
6
5
0

1,200 1,600

2
,
0
0
0

6
5
0

2
,
6
5
0

2
,
7
0
0

2
,
6
5
0

800

2
,
0
0
0

7
0
0

6
5
0

FL FL FL

１階機能訓練室・運動指導室

両袖はめごろし３連引違い両開き戸

70㎜

T5

防水モルタル水切

F F FF

7
0
0

1
,
9
1
5

3
5

A A

F

12

２階集団指導室・集会室

F F FF

7
0
0

1
,
9
1
5

3
5

2
,
6
5
0

A A12

両袖はめごろし４連引違い窓

２階ホール

F F

F 外 外

3,210

2
,
6
5
0

1
,
8
0
0

5
1
5

2
0
0

3
5

1
0
0

上部排煙２連はめごろし片開き戸

T5

防水モルタル水切 防水モルタル水切

エントランス

両袖はめごろし両引き自動ドア

1
AD

100㎜

A A34

2
,
7
5
0

3
5

3,000 4,000 3,000

F F F FF F

FL

1
0
0

ホールFLFL

800

2
,
0
0
0

スチール製　ＯＰ

86㎜

FD付がらり

外外
F F F F

2
,
4
1
5

2
0
0

3
5

FL

2
,
7
1
5

3
5

2
,
6
1
5

ステンレスくつずり ステンレスくつずり ステンレスくつずり

建具表２（既存・改修）

残し：枠 残し：枠

木製カーテンボックスW180*H100*L11750

内装改修
既存ｶｰﾃﾝ(S)撤去
遮光ｶｰﾃﾝ新設

木製カーテンボックスW180*H100*L11750

撤去：戸・金物・くつずり撤去：戸・金物・枠・くつずり 撤去：戸・金物・くつずり（２階）

診
察

室

集
団

指
導

室
・

集
会

室

撤去：戸・金物・枠・くつずり（１階前室側）

残し：枠
撤去：戸・金物・くつずり（１階押入横）

１階診察室（前室側・押入横）

A-24

25

1
12

押入

木製　戸ぶすま　ビニルクロス

36㎜

引手

４枚引違い戸

3,140

2
,
0
0
0

5
0
0

1
5
0

2
,
5
0
0

FL

前室FL

残し：鴨居
撤去：戸・敷居

WD
1

WD
11

健康相談室

木製　戸ぶすま　ビニルクロス

36㎜

引手

５枚引違い戸

4,250

1
5
0

2
,
5
0
0

5
0

2
,
0
0
0

5
0
0
5
0

FL

前室FL

残し：鴨居・たて枠
撤去：戸・敷居

1
WD
9

１階健康相談室

２連引違い戸

木製　戸ぶすま　ビニルクロス

引手

2
,
5
0
0

1
5
0

5
0
0

2
,
0
0
0

3,420

FL

前室FL

33㎜

残し：鴨居
撤去：戸・敷居

２枚片引き戸

木製　戸ぶすま　ビニルクロス

33㎜

引手

2
,
0
0
0

5
5
0

2
,
5
5
0

1
5
0

1
WD
8

１階健康相談室

FL

前室FL

1,600

残し：たて枠・鴨居
撤去：戸・敷居

5
２階集団指導室・倉庫

撤去：戸・金物・枠・くつずり

2
,
7
0
0

2
,
6
5
0

2
,
0
0
0

7
0
0

6
5
0

FL

1,000

片開き戸

木製　フラッシュ　しな合板　ＯＰ

40㎜

丁番　ドアクローザー　レバーハンドル　シリンダー箱錠

ステンレスくつずり

室名：既存名称使用

NP6.8　T12(ドア)

32

御坂拠点備蓄倉庫改修工事



１ グリーン購入法

２ 機　材　等

構　造 階　　　　数建　物　名　称 備考
別表第一

２．建物概要

１．工事場所

　項　　　目

３ 工事用電力

・水・その他

４ 工事写真

５ 発生材の処理

６ 残土処理

７ 電線本数管路

など

８ 使用電線管

９ 予備配管

10 導入線

11 金属製電線管の

塗装

12 産廃物の適正処理

13 寸法・形状

14 盤類の鍵

15 電磁開閉器

16 スイッチ

17 コンセント

18 フロアコンセント

19 プレートの材質

20 ローテンション

アウトレット

21 保安器用接地

22 接地極埋設標

23 地中線の埋設標

24 施工図等の取扱い

Ⅰ．工事概要

電気設備仕様書

工 事 名

構内線路設備

受変電設備

発電設備

テレビ共同受信設備

幹線設備

動力設備

拡声設備

３．工　事　種　目（○印のついたものを適用する）

防犯設備

誘導支援設備

時刻表示設備

インターホン設備

撤去工事

雷保護設備

機械警備配管設備

ｶﾞｽ漏れ火災警報設備

防排煙設備

構内情報通信網設備

工　　　　　事　　　　　種　　　　　別

備考　 　

建物別及び屋外

工　事　種　目

グリーン購入法に該当する品目は、その判断基準よる仕様を満足すること。

　本工事に使用する設備機材等は、設計図書（「設備機材等選定表」を含む）に規定

するものも含め、全て監督員の承諾を受ける。

　化学物質を発散する建築材料等はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチル

ベンゼンを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

尚、ホルムアルデヒドを発散しないものとはＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆表示

建築材料を、ホルムアルデヒドの発散が極めて少ないものとはＪＩＳ及びＪＡＳの

Ｆ☆☆☆表示建築材料又は同等品を云い、原則としてＦ☆☆☆☆表示建築材料を使用

するものとするが、該当する材料等がない場合は、Ｆ☆☆☆表示建築材料又は同等品

を使用するものとする。

　本工事に必要な工事用電力、水等の費用及び官公署その他の関係機関への諸手続等

に要する費用は請負者の負担とする。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「工事写真の撮り方（最新版）建築設備編」による。

　１）引渡しを要するもの ・無し

・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　２）引渡しを要するもの以外

構外搬出とし、搬出及びその処理は ・別途工事とする。 ・本工事とする。

　３）特別管理産業廃棄物　　　　　　　　 ・無し

・有（ＰＣＢ使用機器：蛍光灯安定器・変圧器類の調査を行うこと。）

ＰＣＢ使用機器は関係法令により適切に処理し、建物管理者に引渡す。

　４）再利用又は再資源化を図るもの ・無し

・有（現場監督職員の指示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・現場説明書による。

・埋戻し後の建設残土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

・現場説明書による。 ・場外搬出処分とする。

　分電盤、制御盤及び端子盤等の二次側以降の配線経路は、電線太さ、電線本数及び

管経等は監督職員の承諾を受けて変更しても差し支えない。

また、機械室等の床配線は図面上　ＰＦ管で記載している場合であっても、立上げ部

分等の露出配管部分は金属管とし、その場合は全長に亘って接地線を設ける。

ただし雨線外の露出部分は、厚鋼電線管（ＺＧ）を使用すること。

　埋込形の盤類には、予備配管を設ける。［予備回路、×３までは（２２）相当を１

本、×４以上は（２２）相当を２本とし、予備スペ－ス１に対して（２８）相当を各

１本天井内まで立ち上げる］

予備（空）配管には、太さ１．２ｍｍ以上の被覆鉄線を挿入する。

下記の露出配管は塗装を行う。（プライマ－処理後、ＳＯＰ２回塗り指定色仕上）

・屋外（　　　　　　　　　　　　　）・屋内（　　　　　　　　　　　　　）

施工に際して発生する建設副産物は、関係法令に従って適切に処理すること。

本設計図のうち、機器姿図等に記入の寸法・形状は参考とする。

盤類の鍵は、基本的に２００番とし、使い分けが必要な場合は５５０番と併用する。

遠方操作用押ボタンは、連用形とする。

・タンブラＪＩＳ連用大角形　　　 ・ネーム付（印刷文字）　　　 ・ワイド形

・プラグ収納形　　　 ・アップ形　　　・上下動形

フラッシプレート　　 使い分けは現場指示による。

フロアプレート　　　 ・砲金製　　　　 ・アルミ合金製

・ＯＡ対応形（大口） ・片口形　　　　 ・両口形

・本工事　　　　　　 ・別途

　屋外灯を除く接地極埋設個所には接地極埋設標（金属製・国土交通省形）を取付け

ること。

構内線路における埋設標の材質及びその個数は、図面に記載のない場合は次による。

・コンクリート製（　箇所）

図面に特記なき場合は、コンセント･２Ｐ１５ＡＥ（接地極付）は、プラグ不要とする。

　特記なき電線管は、合成樹脂可とう電線管(ＰＦ一重管)とし、ボックス及び附属品等も

樹脂製とする。露出配管はネジナシ電線管(ＥＰ)とする。

施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

　　特　　　　記　　　　事　　　　項

但し、既製品のない種類の物は監督職員の承諾を得ること。

ＥＭ電線等で規格等の記載のないものは、ハロゲン及び鉛を含まない材料に

より構成されているものとし、次の記号、仕様による。

　電線ケーブル類は、環境対策型「エコマテリアル」(ＥＭ)製品を使用する。

　項　　　目 　　特　　　　記　　　　事　　　　項

25 環境対策型製品

(電線･ケーブル類)

26 取付高さ

使用する場合及びあらかじめ監督職員の承諾を受けた場合には、資料の提出を省略す

　設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は、外部機関

((社)公共建築協会他)が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受ける。

ただし、ＪＩＳ(日本工業規格)に該当するものであることを示す表示のある機材を

ることができる。共通仕様書によるＪＩＳ、ＪＥＣ、ＪＥＭ等の基準に該当するものは

その適合品とし、それ以外は国土交通大臣官房官庁営繕部監修の、建築材料設備機

材等品質性能評価事業設備機材等評価名簿(最新版)による。

27 機材の品質

・性能証明

壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。

名　　　　称 測　　点

ブラケット（一般） 床上～中心

　　〃　　（踊場） 　　〃　　

　　〃　　（鏡上） 鏡上端～中心

避難口誘導灯 床上～下端

廊下通路誘導灯 床上～上端

スイッチ　（一般） 床上～中心

　　〃　　（身体障害者用） 〃〃

コンセント､電話アウトレット､直列ユニット 〃

　　〃　　（和室） 〃

コンセント（車庫） 〃

子時計、スピーカ 〃

アッテネータ 〃

出退表示盤（表示灯） 〃

発信器　　（出退表示用） 〃

インターホン 〃

身体障害者用インターホン子機 〃

呼出ボタン（身体障害者用） 〃

復帰ボタン（　　　〃　　） 〃

廊下表示灯（　　　〃　　） 〃

防水コンセント 〃

防水コンセント

　仕　　　　　　様

JIS　X　5150（UTP）に準じ、シースにJCS規格

によるEMケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

JISX4258D(制御用ケーブル(遮へい付))に準じ、絶縁材及び

シースにJCS規格によるEMケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

JCS271(MVVS)に準じ、シースにJCS規格による

EMケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

記号

EM-UTP

EM-CEES

EM-MEES

取付高さ［ｍｍ］

以上

以下

４００～５００

※機器配置に決定のこと

Ⅱ．工事仕様

１．共通仕様

　１）国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書　　（電気設備工事編・最新版）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編・最新版）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「公共建築設備工事標準図　　（電気設備工事編・最新版）」

　　　　　　　　　　　　　　　　及び「電気設備工事監理指針　（最新版）」

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの

　　　工事仕様書を適用する。

　　　尚、機械設備工事の工事仕様書及び建築工事の工事仕様書は、各々電気設備工事に準ずる。

２．工事範囲

　　　設計図書、現場説明及び工事契約書による。

３．提出書類

　　　現場説明書、工事契約書及び監督員の指示するもの。（○印の付いたものを適用する）

○工程表 ○施工計画書 ○設備機材等選定表 ○機器類製作図 ○施工図面

○工程写真　 ○完成写真　 ○試験成績書 ○機器類完成図 ○完成図面

○保証書類 ○取扱説明書　 ○届出書類の控え ○機器材納品書 ○工事日報

○その他、現場監督職員に指示された物

４．特記仕様

（１）項目は番号に○印の付いたものを適用する。

（２）特記事項において選択する内容の事項は、○印の付いたものを適用する。

（３）その他細部については、監督員の指示による。

２階建

機器別途

機器別途

（１）図面及び特記仕様に記載されてない事項は、全て下記に準ずる。

機器別途

電話配管設備設備

監視カメラ配管設備

・機材メーカーに拠る施工要領で禁止事項及び注意義務は施工者の責任施工とする。28 その他

・ｹｰﾌﾞﾙ配線等の防火区画及び防火上主要な間仕切壁貫通個所は、耐火処置を施すこと。

・屋外(多湿所)に使用するﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ、支持金物及びビス類はステンレス製とすること。

(天井高)×０.９

(天井高)×０.８

備考:(天井高)×０.９及び（天井高）×０.８は概ね天井高が

　　　２,５００～３,０００ｍｍ　の場合に適用する。

３００

１５０

８００

２,０００

１,８００

９００

１,１００

１,５００

１,３００

１，３００

２,１００

２,５００

１,１００

１,３００

１,０００

１,５００

１５０

・波付硬質ポリエチレン管より建物、盤及び露出立上がり箇所は、異種管接続材を使

・屋外より地下ピットへの配管飛込み部分は、つば付スリーブ、防水用止水材を使用

　し防水処置を行う。

・地中配管口には、湿気、泥水、小動物及び危険性ガス等が浸入せぬ様、管口止水材

・波付硬質ポリエチレン管(ＦＥＰ)は、難燃性製品を使用すること。

　用し、厚鋼電線管(Ｇ○ＬＴ)等にて施工すること。(耐震処置例による)

 (パテ、シール等)を使用すること。

・建築構造上のエキスパンジョイント箇所は、配線上支障なき様処置すること。

　支持金物などを設ける。

・壁内配線は､電線管保護の事｡

事務所棟

・金属製(ﾋﾞｽ止め)　　・樹脂製

・鉄製（　箇所）

トイレ呼出設備

　

自動火災報知設備

(㎡)

延床面積 消防法施行令

(注記:延べ面積は建築基準法による表記)

RC造

E-01
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５．凡　例

図中特記なきシンボル等はＪＩＳ－Ｃ－０３０３－００に準拠。(細目は、平面図等による。)

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

機　材　名

高圧遮断器類 戸　上 三英社 エナジー 東　光 富　士 三　菱

受変電、配電盤類

変圧器、コンデンサー 日　立 富　士 東　芝 三　菱 ニチコン ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

発電機、装置類 明電舎 日　立 東京電機 三　菱

照明器具類

電話機器類 岩　通 日　立 ＮＴＴ

電気時計・表示機器類 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

拡声、視聴覚機器 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ＴＯＡ

インターホン機器 アイホン ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ケアコム

誘導支援・呼出し機器 アイホン ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ケアコム

テレビ共聴機器 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

監視カメラ機器類 日　立 ＴＯＡ ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ビクター 三　菱 池上通信機

非常警報装置機器 能　美 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ 東　芝 ホーチキ ニッタン 沖電気

火災報知機器 能　美 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ 東　芝 ホーチキ ニッタン 沖電気

防排煙制御機器 能　美 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ 東　芝 ホーチキ ニッタン 沖電気

ハンドホール類 日本資材 関　根 杉　江 土　井 フジプレ 山一窯業

ケーブルラック類 ネグロス ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ カナフジ 摂　陽 電　成 日　亜

避雷設備機器類 東　京 大　阪 ワールド 村　田 ライオン

ガス漏れ警報機器類 能　美 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ 矢　崎

太陽光発電機器類 京セラ シャープ 三　菱

配線器具類 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ 東　芝 神　保 寺　田 明工社 アメリカン

電線ケーブル類 ＪＩＳマーク表示品、又はＪＩＳマーク表示許可工場

電線管、付属品類 同　　　　上

Ⅲ．設備機材等選定表（下記以外は監督員の承諾を得ること）

分電盤・制御盤・端子盤類

指 定 メ ー カ ー

　項　　　目 　　特　　　　記　　　　事　　　　項

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Ｅ

Ｅ A.C.D

A.D 10Ω以下

Ω以下

A 10Ω以下Ｅ

BＥ 　　Ω以下

D 100Ω以下Ｅ

・電子媒体により納品すること。
・納品時には、正副１部ずつを納品すること。
・使用する媒体は、ＣＤ－Ｒとする。ただし、やむを得ない理由がある場合に限り、
　ＤＶＤ－Ｒの使用も可とする。
・電子媒体に対して必ずウイルスチェックを行うこと。

・電子媒体には以下の情報を明記すること。
　　最新のデータに更新したものを利用すること。）
　（ウイルス対策ソフトは特に指定しないが、最新のウイルスも検出できるように

10Ω以下CＥ

ＬＨＥ 10Ω以下

10Ω以下ＬＬＥ

Ｌ 10Ω以下Ｅ

ｔＥ Ω以下

10Ω以下AtＥ

100Ω以下Ｅ

０Ｅ

Ct

100Ω以下Ｅ ELCB

共 同 接 地

共 同 接 地

Ａ 種 接 地

Ｂ 種 接 地

Ｄ 種 接 地

Ｄ 種 接 地

Ｃ 種 接 地

高圧避雷器

低圧避雷器

避 雷 設 備

交 換 機 用

測　定　用

通　信　用

通　信　用

接地の種類 接地抵抗値記　　号 接　　地　　極

銅板（900×900×1.5t以上）－１組

ＥＢ（14φ）×３連－　組

銅板（900×900×1.5t以上）－１組

銅板（900×900×1.5t以上）－１組

ＥＢ（14φ）×２連－１組

ＥＢ（14φ）×２連－１組

ＥＢ（14φ）×２連－１組

銅板（900×900×1.5t以上）－１組

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（14φ）×２連－１組

ＥＢ（14φ）×２連－１組

ＥＢ（14φ）×１  (Ｌ＝1500mm)

ＥＢ（14φ）×１　(Ｌ＝1000mm)

ｾ ｲ ｺ ｰ ｼ ﾁ ｽ ﾞ ﾝ 　

N E C

Ｄ Ｘ

・共通仕様書によるＪＩＳ、ＪＥＣ、ＪＥＭ等の基準に該当するものはその適合品とし、

　それ以外は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の、建築材料設備機材等品質性能評価事業

　設備機材等評価名簿(最新版)による。

　　Ｄ，発注者担当部署名称

　　Ｊ，電子媒体の内容の原本性を証明するために、直接署名又は捺印を行う。
　　Ｉ，ＣＤ－Ｒフォーマット形式
　　Ｈ，ウイルスチェックに関する情報
　　Ｇ，何枚目／総枚数

　　　・ここに定めなきことは、受発注者との協議により決定する。
　　　　協議により、従来の印刷物による納品も可とする。
　　　・やむを得ない理由により、電子納品できない場合は、受発注者との
　　　・検査に使用する機器の準備と操作は、受注者が行うことを原則とする。

　　　　との協議による。詳細については、別紙参照。
　　　　または電子データと併用で検査することも可能とし、その範囲は受発注者
　　　・工事写真の検査は、電子データで検査することを原則とするが、印刷物
　　　　編集し、容易に確認できるファイル名・フォルダ名を付して整理すること。
　　　・写真データは、工種種別、撮影項目毎に分類し、工事の進捗に合わせて
　　　　従来の印刷物写真と同様な確認ができるものとする。
　　　・電子納品される写真データは、ＰＤＦ形式、エクセル等で編集したもので、

　 　　

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ 日東工業 河村

　　東　芝 三　菱

　ヤンマー

　 　 　

　ビクター ＡＰＥＣ 　

　 　 　

コスモコスモ

　

八　木 日本ｱﾝﾃﾅ マスプロ

東　芝ナカヨ

　 　

・ハンドホ－ル、幹線用プルボックス及び、分電盤等要所の電線等には、プラスチック製

・断熱施工する外壁面取付の位置ボックスには、結露防止材を使用すること。

・引込み取付け点は、電力会社、ＮＴＴ等関係担当員と協議の上決定する。

・改修工事部分は、事前に現場調査を綿密に行い、施工上の問題点等を

　監督員と協議の上、施工に着手すること。

・既設配線を使用する部分で不具合が生じるものは、図示なくもその改善を行う。

・撤去工事にあたり図面記入なくも不必要な配線等は撤去する。

　請負者負担において、良心的に行うものとする。

・図面に特別指示なくも技術上、構造上、美観上当然必要とみとめられるものは、

・接地極の材料は下記による。なお、接地棒ＥＢ(14φ)の長さは 1500mm 以上とする。

　の名札を取付け、配線サイズ、系統種別、行先、施工年月日及び施工者名を刻印表示する。

 ※ 凡例

防火上主要な間仕切り
木下地の上両面石膏ボードｔ15貼り

配管･配線貫通は、防火区画貫通処理

壁立上下･配管･配線天井裏壁貫通･防火区画貫通処理

E-02

　

A2:NO SCALE特記仕様・２
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改　修

１階平面図（改修）　S=1/100

2
,
0
0
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3
,
9
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5
0
0

3
,
4
0
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2
,
5
0
0

擁壁

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ
擁壁

A2:1/100

浴室

棚

棚
棚

PS

AC壁室内機
残

PS

残
AC壁室内機

非常警報設備

CH:2650～3000

CH:2500 CH:2500

CH:2650

CH:2650

CH:2650

CH:2500～2550
倉庫2

WP垂れ壁H=500CH:2650

ＥＶ

引込開閉器盤

御
坂

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

U

U

倉庫Ｂ

ＥＶ機械室

下足ｺｰﾅｰ

女子便所 男子便所

倉庫Ａ

廊下

倉庫1

倉庫2

洗面脱衣

A

CH:2400
記録保存庫CH:2400

身障者便所

CH:2650
ﾎｰﾙ

CH:2500
倉庫2

CH:2750
風除室

記号

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

ｆ

型番

・新設照明器具

B

A

ｇ

NNN12270 8.2W･3500K

備　　　考

ﾜｲﾔｰ吊下

ﾜｲﾔｰ吊下

高輝度蓄光式誘導標識(避難口･片面)

高輝度蓄光式誘導標識(通路･両面)

・ｽｲｯﾁ移設壁立下配線は、1種金属線ぴ配線とする。

凡例･注記

移設

・配線器具は、JIS大角形連用

　ｽｲｯﾁ･ﾈｰﾑ記入形、ﾌﾟﾚｰﾄ･新金属製(ﾋﾞｽ止め)とする。

EEF1.6-3C･1芯接地線(F3)

EEF1.6-3C(F3)+1.6-2C(F2)

・増設照明器具電源は、直近既設照明器具に接続

新設:照明器具改修設備平面図(１階)
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c
ｃ

F3

F2+F3

Ｊ

F3

F2+F3

倉庫６

A

g

LSS9-4-65.LN

LSS10-4-30.LN

LSS9MP/RP-4-22.LN

LRS1RP-08.LN

LRS1-05.LN

LBF3MP/RP-2-06.LN

御坂拠点備蓄倉庫改修工事
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C

24,000

8,000 5,000 1,15511,000

4,000 7,000

24,000

13,000 4,000 7,000

8,000 3,000 2,000

7,000 1,000 1,450 1,550

屋上

2,000 5,000

御
坂

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

　
２

階
部

分

改　修

２階平面図（改修）　S=1/100

A2:1/100

ﾀﾗ
ｯ
ﾌ
ﾟ

PS PS

手
す
り

天
吊
室
内
機

残

FL+2,550まで間仕切壁撤去

非常警報設備

CH:2650

CH:2650

CH:2500

CH:2500

CH:2650

CH:2650～2700

CH:2650

CH:2650

屋上 御
坂

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

　
２

階
部

分

ＥＶ

屋根２

屋根１

D

D

男子便所

開閉間仕切壁

屋上

ﾎｰﾙ

廊下

倉庫3

倉庫3

倉庫4

女子便所

A

移設

B

新設:照明器具改修設備平面図(２階)
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御坂拠点備蓄倉庫改修工事
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24,000
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8,000 3,000 2,000 4,000 7,000

5,300 2,700 2,000 5,000

ＥＶ

押入

U

U

倉庫Ｂ

ＥＶ機械室

湯沸ｺｰﾅｰ

既　存

１階平面図（既存）　S=1/100

機能訓練室
運動指導室
CH:2650～3000

女子便所
CH:2500

男子便所
CH:2500

倉庫Ａ
CH:2650

事務室
CH:2650

診察室
CH:2650

健康相談室
CH:2500～2550

LP-1-1

記録保存庫
CH:2400 前室

CH:2500

FL40W×2

ﾜｯﾄ数記号 形　　　状

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

FL40W×2

FL40W×2

FL40W×1

FL40W×2

FL20W×1

FCL30W×1

IL60W×1

IL60W×1

FPL28W×2 埋込型･600φ

直付

直付

直付

直付

直付

壁付

埋込型･300φ

ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ･100φ

FL40W×1 直付

直付

ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ･125φ

既設照明器具

備　　　考

LED

凡例

▲ 　既設:照明器具ﾗﾝﾌﾟ撤去･器具残置

ﾎｰﾙ
CH:2650

下足ｺｰﾅｰ

階段通路誘導灯

IL60W×1Ｍ ﾌﾞﾗｹｯﾄ

CH:2400
身障者便所

廊下
CH:2650

B級･片面

中型･両面
中型･片面

・非常放送設備電源回路は、切とする。

・誘導灯設備電源回路、切とする。

・非常用照明設備電源回路は、切とする。 ▲

風除室
CH:2750

▲
　既設:照明器具撤去

既設:照明器具撤去平面図(１階)

・自火報受信機電源回路は、切とする。

・１階･事務室床の配線等撤去とする。
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7,000 1,000 1,450 1,550
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屋根３

ＥＶ

屋根２

屋根１

屋上 御
坂

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

　
２

階
部

分

D

D

既　存

２階平面図（既存）　S=1/100

保健指導室
CH:2650

CH:2650

女子便所
CH:2500 男子便所

CH:2500

倉庫
CH:2650

開閉間仕切壁

集団指導室
集会室
CH:2650～2700

屋上

LP-2-1

廊下
CH:2650

ﾎｰﾙ
CH:2650

移設

▲

▲ ▲ ▲

▲ ▲

▲

▲ ▲ ▲ ▲

▲ ▲

▲ ▲

▲ ▲

▲ ▲ ▲

▲ ▲ ▲

▲ ▲ ▲

既設:照明器具撤去平面図(２階)
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LED･残置

L×2

L

B

B B

B B

FF
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F

FF F

FF F

FF F

FF

FF F

I

GG

J

E E

F F

F F

FF F
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FF F

FF F

J

F F

F F

B

栄養指導室

御坂拠点備蓄倉庫改修工事



A2:1/100

既　存

屋根伏図（既存）　S=1/1001 2 3 4 5

屋上
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B

C

24,000

8,000 5,000 11,000

4,000 7,000

24,000

13,000 4,000 7,000

①①

①

①

①

①
①

② ② ②

③

④

⑤

⑥

⑦

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

AC屋外機

AC屋外機

AC屋外機

AC屋外機

AC屋外機

温水補助ボイラー

膨張タンク

⑧

⑨ ハト小屋

930*390*1250

750φ　H=820

750φ　H=1130

750φ　H=730

1070*1090*930

760*500*1770

400φ　H=500

980*620*600

1200*840*650,700

ハト小屋

⑧

⑨

アングル

⑩

⑩ AC屋外機 950*330*1350

総務省
電波監視システム

コンクリート基礎

Ｈ形鋼125*125　コンクリート基礎H=0～80

電
気

配
管

 

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

H=170

電気配管(配管用ブロック プラスチック製コンクリートブロック入L=150 18か所 )

電気配管(電波監視用)配管ブロックL=150*27か所

電
気

配
管

(
電

波
監

視
用

)
配

管
ブ

ロ
ッ

ク
L
=
1
5
0
*
1
4
か

所

配管用ブロックL=300*2か所

配管用ブロックL=600*2か所

配管用ブロックL=300*7か所

アンテナ塔

凡例

・既設:屋上空調電源配管･配線撤去とする。

・既設:屋上空調電源配線は、分電盤まで撤去とする。

・電力会社･動力契約変更申請を行う。

既設:空調電源配管･配線撤去平面図(屋上)
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